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本誌専用合本バイングー12月 1日発売
バ ドミントン界 1年分12冊を,穴もあけず, ノリも不要の便利な合本バインダ
ーが12月 1日 に発売になります。定価 500円 (送料実費)です。ご希望の方は
ハガキで下記日本バ ドミントン協会出版局あて申込冊数明記のうえお申し込み

ください。発売と同時に代金後払いでお送りいたします。

別・H・ 日本バ ドミントン協会では,昨年別冊 The
Badminton World'76カ レンダーを発行

し,大変ご好評をいただきましたが,今年
は,全ページカラーで告U作中です。大きさ
はB3判 (週刊誌の 4倍大)12ページ。定
価 950円 (送料実費)。 収録選手は1976年

の国内大会で好成績を収めた次の男女選手

です。

◆男子◆小島一平・池田信孝 。栂野尾昌一
。銭谷欽治・飯野佳孝・土田証雄 。長谷

川博幸ほか

◆女子◆湯木博恵・栂野尾悦子・池田美加

・徳田敦子 。秋本八代美ほか

The BadmintOn World'77カ レンダーを
ご希望の方はハガキで下記日本バ ドミント

ン協会出版局あてお申し込みください。発

行 (H月 中旬)と 同時に代金後払いでお送

りいたします。

1977年バドミントン・カレンダー

丁he Badminton WOrld'77

が発行されます。

●好評発売
「第 7回世界女子バ ドミントン選手権 (ユーバー杯 )
大会」の全記録を収録。カラーを含む数十枚の写真に

よって各国出場選手のプレーを分析できる選手・指導

者必携の書。

●編集=バ ドミントン界編集部
●著者=本田弘敏・小宮淳宏 。小飼栄一 。後藤忠弘・
福井正康 。宮永武司 。中山紀子

●写真撮影 =山田真市
●定価 1,000円 (送料 120円 )

お申込みは下記日本バ ドミントン協会出版局ヘハガキ

でどうぞ。

「ユーバー杯奪還への遇

〒150東京都渋谷区神南 |一 |― |

岸記念体育会館内
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昭
和
５‐
年
度
全
国
高
校
総
合
体
育
大
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

８

ｏ
ｌ
～
６
●
中
野
市

金
沢
市
工
（男し

四
条
畷
（女し
連
勝

シ
ン
グ
ル
ス
は
宍
戸
ｔ
ｔ

石
川
（四ξ
）
に
栄
冠

昭
和
５‐
年
度
高
校
総
体
兼
第
２７
回

全
国
高
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大

会
は
、
８
月
ｌ
Ｆ
よ
り
６
日
ま
で
中

野
市
で
八
八
三
名
の
選
手
を
迎
え
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
。
長
野
県
は
５３
年

国
体
開
催
が
決
定
し
て
い
る
関
係
も

あ
っ
て
総
体
事
務
局
は
準
備
に
万
全

を
期
し
、
積
極
的
な
大
会
運
営
は
実

に
立
派
で
あ
っ
た
。

昨
年
の
水
戸
大
会
は
教
職
員
が
中

心
と
な
っ
た
が
、
今
年
は
各
層
の
組

織
体
制
の
中
で
特
に
市
実
行
委
員
会

が
中
心
と
な
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
開
催

地
の
指
向
が
あ
り
、
よ
い
傾
向
だ
と

思
う
。
今
大
会
は
十
年
ぶ
り
に
総
合
開
会

式
に
参
加
で
き
、
感
激
も
ひ
と
し
お

だ
っ
た
。
種
目
別
開
会
式
が
２
日
早

朝
で
あ
っ
た
競
技
に
支
障
な
く
盛
会

裏
に
で
き
た
。

市
体
育
館
は
１２
コ
‐
卜
。
中
野
高

校
が
Ｈ
コ
ー
ト
で
、
今
ま
で
に
な
く

整
然
と
し
た
会
場
設
営
は
好
評
だ
っ

た
。
運
営
の
面
で
も
主
任
が
着
実
に

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
り
、
全
体
と

し
て
円
滑
な
流
れ
で
あ
っ
た
。

毎
回
き
ま
っ
て
酷
暑
の
大
会
で
あ

っ
た
が
、
今
大
会
は
涼
し
い
天
候
に

恵
ま
れ
、　
一
件
の
事
故
も
な
く
選
手

全
員
ベ
ス
ト
で
競
技
で
き
た
こ
と
は

何
よ
り
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
渋
温
泉
を
中
心
と
し
た
宿

合
は
選
手

・
役
員
に
と
っ
て
は
昼
間

の
疲
れ
を
い
や
す
こ
と
が
で
き
、
良

い
条
件
に
満
足
し
て
い
た
。
大
会
中

の
送
迎
は
各
旅
館
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

で
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
た
だ
き
、
選

手

・
役
員
感
謝
に
た
え
な
い
。

８
月
６
日
は
２７
回
に
し
て
初
め
て

個
人
戦
女
子
複
の
決
勝
戦
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
放
映
に
沿
し
、
全
国
の
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
愛
好
者
は
観
賞
の
機
会
に
恵
ま

れ
た
こ
と
は
大
変
あ
り
が
た
か
っ
た

が
、
今

一
つ
プ
レ
ー
に
盛
り
上
が
り

が
な
か
っ
た
の
は
残
念
だ
っ
た
。
ま

た
、
た
ま
た
ま
来
日
中
の
ル
デ
ィ

・

ハ
ル
ト
ノ
選
手
が
訪
観
し
、
入
賞
選

手
を
激
励
し
て
い
た
。

一
方
成
績
の
方
は
、
金
沢
市
立
工

業
と
四
条
畷
学
園
に
男
女
共
に
連
勝

を
簡
単
に
許
す
結
果
で
、
全
般
的
に

低
調
で
あ
り
、
気
迫
で
ぶ
つ
か
る
チ

ー
ム
が
な
か
っ
た
。

個
人
的
に
は
、
男
子
で
宍
戸

（塩

釜
）、
重
山

（金
沢
市
工
）
、
上
原

・

平
野

（高
松
商
）
な
ど
、
女
子
で
は

石
川

（四
条
畷
）
、
藤
井

釜
目
陵
）

な
ど
が
進
路
次
第
で
は
将
来
楽
し
み

な
選
手
だ
ろ
う
。
他
に

一
、
二
年
生

の
中
に
は
男
女
共
に
好
選
手
が
多
く

来
年
に
期
待
し
た
い
。
成
績
は
別
記

の
通
り
。（大
会
役
員
長

・
遠
井
稔
男
）

◆
男
子
団
体
戦

▽
準
決
勝
（金薇嚇一３⌒鞠‐２‐１００）０靴脚蜘

‐―‐０８）０西　川

〔戦
評
〕

金
沢
市
立
工
業
昨
年
度
に
続
き
二

連
勝
な
る
か
、
九
州
学
院
が
初
優
勝

達
成
す
る
か
の
北
陸

・
九
州
地
区
の

対
戦
と
な
る
。

〈第

一
ダ
ブ
ル
ス
〉

重
山

・
坂
本
組
対
宮
本

。
本
石
組

（九馴縛瑚
３

柏一　林
・

甕　．機
２

宮
　本
２

島 森 坂 重

山  崎日  本山
2     2      2

1515 15 7 15 159 15
1  1  1  1  1  1  1  1

6 8 1215 9 5 15 5

0     1      1
西  山山  西山
之

山  _L岡  山本

Ⅲ囲囲iF
２諮　察

・栖　制

１小　浜

1

宣藁
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ヮT崚戸りД
勝
り

15181215■ 18154~π鳶千ぢ f載
り り り じ U
l台 島 藉 占
本1   本   本寸藤  石本  學



第
１
ゲ
ー
ム
前
半
、
宮
本

・
本
石

組
は
前
の
試
合
の
疲
れ
か
ミ
ス
が
日

立
ち
、
３
１
９
と
リ
ー
ド
さ
れ
、
後

半
も
重
山

・
坂
本
組
の
ペ
ー
ス
で
試

合
が
展
開
、
第
１
ゲ
ー
ム
ー５
‐
５
で

重
山

・
坂
本
組
取
る
。

第
２
ゲ
ー
ム
も
重
山

・
坂
本
組
が

一
方
的
に
強
打
を
決
め
、
１５
‐
４
で

金
沢
市
立
の
１
勝
と
な
る
。

〈第
ニ
ダ
ブ
ル
ス
〉

森
田

・
島
崎
組
対
江
藤

・
上
村
組

第
１
ゲ
ー
ム
、
江
藤

・
上
村
組
の

ペ
ー
ス
で
試
合
が
進
み
、
あ
っ
さ
り

‐５
‐
４
で
取
る
。

第
２
ゲ
ー
ム
は
森
田

・
島
崎
組
の

ペ
ー
ス
と
な
り
、
１５
‐
５
で
森
田

・

島
崎
組
が
取
る
。

フ
ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
は
、
１
点
を

追
う
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ
、

手
に
汗
に
ぎ
る
大
熱
戦
の
末
に
１８
‐

‐６
‐
で
森
田

・
島
崎
組
が
取
る
。

〈第

一
シ
ン
グ
ル
ス
〉

山
口
対
宮
本

第
１
ゲ
ー
ム
、
宮
本
の
長
身
か
ら

の
ス
マ
ッ
シ
ュ
が
よ
く
決
ま
り
、
１５

１
Ｈ
で
宮
本
取
る
。

第
２
ゲ
ー
ム
、
宮
本
の
疲
労
で
ミ

ス
が
目
立
ち
４
１
１５
で
取
ら
れ
る
。

フ
ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
、
１
点
を
追

う
試
合
が
展
開
さ
れ
た
が
、
１５
‐
‐２

で
宮
本
が
取
る
。

〈第
ニ
シ
ン
グ
ル
ス
〉

森
田
対
上
村

第
１
ゲ
ー
ム
、
森
田
は
た
く
み
な

コ
ー
ナ
ー
ワ
ー
ク
で
左
右
前
後
に
ゆ

さ
ぶ
り
、
‐８
‐
‐６
で
取
る
。

第
２
ゲ
ー
ム
、
お
互
い
に
同
じ
タ

イ
プ
の
対
戦
の
た
め

一
進

一
退
の
試

合
と
な
り
、
森
田
が
気
力
で
上
村
に

‐５
‐
‐０
で
取
る
。

こ
の
結
果
、
金
沢
市
立
工
業
の
二

連
勝
と
な
る
。
　

（大
世
古
吉
弘
）

◆
女
子
団
体
戦

▽
準
決
勝
躍
３（】‐２‐―∵
『

新　剰２（‐５‐３‐５‐‐‐・‐５‐０）１海雄原

河平村２
⌒‐５‐５‐‐６５）０畑　潜

石　川２
（‐‐‐‐‐‐３０）０田　口

鐸
３
（】‐２‐ＩＹ
菫

縞　醐２
（‐５‐５‐‐Ｈ）０判　酬

酎　林２
（‐５‐５‐‐２９）０動　琳

佐　藤２
（‐‐‐‐‐‐６５）０田　村

‐師潟青

・鯖一　林

０縞一　繭

木

〔戦
評
〕

〈第

一
ダ
ブ
ル
ス
〉

河
村

・
平
組
対
青
木

・
藤
井
組

第
３
ゲ
ー
ム
、
追
い
つ
抜
か
れ
つ

の
デ
ッ
ド
ヒ
ー
ト
。
最
後
は
、
河
村

。
平
組
に
勝
利
の
女
神
が
ほ
ほ
え
む
。

河
村

・
平
組
の
ロ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

戦
法
と
レ
シ
ー
プ
カ
に

一
日
の
長
あ

〈第
ニ
ダ
ブ
ル
ス
〉

石
川

・
末
兼
組
対
高
野

・
斎
藤
組

末
兼
は

一
年
生
な
が
ら
石
川
の
リ

ー
ド
よ
ろ
し
く
が
ん
ば
り
、
高
野

・

斎
藤
組
を
倒
す
。

石
川
の
最
初
か
ら
最
後
ま
で
の
パ

ワ
ー
に
感
心
す
る
。

〈第

一
シ
ン
グ
ル
ス
〉

河
村
対
藤
井

ダ
ブ
ル
ス
ニ
勝
の
四
条
畷
は
気
を

よ
く
し
て
簡
単
に
１
ゲ
ー
ム
を
河
村

が
取
っ
た
が
、
２
、
３
ゲ
ー
ム
に
自

滅
し
て
し
ま
う
。

〈第
ニ
シ
ン
グ
ル
ス
〉

石
川
対
青
木

石
川
の
ス
ピ
ー
ド
あ
る
ス
マ
ッ
シ

ュ
に
青
木
が
つ
い
て
い
け
な
か
っ
た

が
、
１
ゲ
ー
ム
よ
く
が
ん
ば
り

一
時

リ
ー
ド
、
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
石
川
。

２
ゲ
ー
ム
ロ
、
前
半
好
試
合
と
な

っ
た
が
、
後
半
石
川
の
一
人
舞
台
。

四
条
畷
の
エ
ー
ス
石
川
を
軸
に
、

二
年
生
、　
一
年
生
を
団
体
に
出
場
さ

せ
、
堂
々
と
優
勝
し
た
の
に
は
感
心

す
る
の
み
、
来
年
も
ま
た
、
優
勝
確

実
の
よ
う
で
あ
る
。

決
勝
戦
で
ひ
と
こ
と
、
パ
ワ
ー
と

ね
ば
り
の
四
条
畷
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
の

青
陵
を
感
じ
た
。
　

（毛
利
清
志
）

◆
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽
準
決
勝

▽
決
勝

学四 ▽
末石  河 国条 決

兼り|1 村  ♂
勝

2      2    _
_⌒ 単 複
1515 181511 1  2
1  1  1  1  1  1  1
7 7 17 1 15 1  0

り|1     本寸
2     1

lH24 3H
I I I I I
61011■ 3

0     2
青  藤

一，
曇

⌒諸  _宍

栗  墾~多  ―戸
2     2

1515 151512
1  1  1  1  1

849715
0     1

31 [「 ▲上原・平野 (高松商,向 う)対山西・森井 (伊勢工,手前)の 男子ダブルス決勝戦

う
‐ヽ
、



土ハ　　一Ｆ２（い‐‐９‐０）０諸

◆
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽
準
決
勝

河
村
は
石
川
の
攻
撃
を
逆
に
利
用
し

た
切
り
か
え
し
等
で
着
々
得
点
。
石

川
の
ミ
ス
も
誘
っ
て
９
１
９
セ
ッ
テ

ィ
ン
グ
に
持
ち
込
む
。
セ
ッ
テ
イ
ン

グ
に
な
っ
て
か
ら
は
、
石
川
が
要
所

要
所
を
し
め
て
あ
ぶ
な
げ
な
く
勝
利

を
お
さ
め
た
。

同

一
校
同
士
の
対
戦
で
、
緊
迫
感

に
欠
け
る
試
合
。
や
は
り
石
川
の
貫

録
勝
ち
。
　
　
　
　

（百
瀬
健
司
）

◆
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
準
決
勝
蟄勢鴫̈２（‐５‐５‐０‐‐‐６６‐５）・碑大山鶴

許松嚇２（‐５‐５‐‐‐‐‐‐）０卿一条幼

▽決勝
平．Ｌ　　町２⌒‐５‐５‐‐４９）０紬　　細

◆
女
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
準
決
勝
齢に青一嚇２（‐５‐５‐‐‐‐‐６‐３‐５）・珈・膳“一

画籍」「２（‐５‐５‐‐３２）０鋤上佐輸

▽決勝
石
平
川２⌒‐５‐５‐‐０７）０齢　　林

〔戦
評

。
男
子
″

共
に
立
ち
上
が
り
堅
く
な
り
、
特

に
山
西

・
森
井
組
に
ド
ラ
イ
ブ
ミ
ス

が
多
く
、
上
原

・
平
野
組
が
ス
マ
ッ

シ
ュ
を
よ
く
決
め
て
、
そ
の
ま
ま
１５

１
９
で
１
ゲ
ー
ム
を
先
取
。

第
２
ゲ
ー
ム
も
高
い
打
点
か
ら
打

つ
卜
昔
外
・
平
』
砧
租
の
ス
マ
ッ
シ
ュ
、

ド
ロ
ッ
プ
シ
ヨ
ツ
ト
に
対
し
て
山
西

・
森
井
組
に
レ
シ
ー
ブ
ミ
ス
が
多
く
、

高
松
商
が

一
方
的
に
１５
‐
４
と
勝
ち
、

高
松
商
ダ
ブ
ル
ス
に
初
優
勝
。

男
子
ダ
ブ
ル
ス
の
決
勝
戦
と
し
て

は
あ
ま
り
盛
り
上
が
り
の
な
い
一
戦

で
あ
っ
た
。
　

　

　

（不
破
　
裕
）

〔戦
評

。
女
子
〕

第
１
ゲ
ー
ム
、
対
巣
鴨
戦
で
の
疲

れ
が
残
っ
て
い
た
の
か
、
青
木

・
藤

井
組
は
動
き
が
や
や
遅
く
、
得
意
の

シ
ョ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
も
ラ
ッ
シ
ン
グ

さ
れ
て
攻
め
に
つ
な
が
ら
ず
、
１５
‐

７
で
石
川

・
平
組
が
先
取
。

第
２
ゲ
ー
ム
は
、
石
川

・
平
組
が

ま
す
ま
す
調
子
の
波
に
の
り
、
攻
め

て
よ
し
守
っ
て
よ
し
の
安
定
し
た
プ

レ
ー
を
展
開
、
動
き
も
早
く
、
平
の

ネ
ッ
ト
際
で
の
プ
レ
ー
が
先
手
先
手

と
理
想
の
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
と
な

り
、
几
エ
ラ
ー
も
皆
無
に
近
く
、
着

着
と
ポ
イ
ン
ト
を
重
ね
て
い
っ
た
。

一
方
の
青
木

・
藤
井
組
も
必
死
に

食
い
下
が
っ
て
ね
ば
っ
た
が
、
得
点

に
結
び
つ
か
ず
、
１５
‐
０
の
シ
ャ
ッ

ト
ア
ウ
ト
に
終
わ
っ
た
。

石
川

・
平
組
が
勝
っ
た
瞬
間
に
四

条
畷
の
二
冠
王
が
決
定
し
た
。

（毛
利
清
志
）

０
　
昭
和
５‐
年
度
岡
山
県
社
会
人
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
が
７
月
Ｈ

日
、
岡
山
西
大
寺
中
学
体
育
館
で
、

ま
た
岡
山
県
体
育
大
会
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
競
技
会
が
８
月
１
日
、
岡
山
県
西

大
寺
中
学
体
育
館
で
、
そ
れ
ぞ
れ
行

な
わ
れ
た
。

①
　
広
島

。
長
崎
平
和
文
化
都
市
親

善
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
大
会
が
、
５‐

年
８
月
１８
日

（広
島
大
会
）、
８
月

２９
日

（長
崎
大
会
）
、
そ
れ
ぞ
れ
広

島
県
立
体
育
館
、
長
崎
市
民
体
育
館

で
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
は
広
島
市
と

長
崎
市
と
の
平
和
文
化
都
市
提
携

一

周
年
の
記
念
行
事
と
し
て
、
両
市
に

お
い
て
親
善
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
大

会
を
開
催
し
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
白

い
羽
根
が
平
和
の
使
者
と
な
り
、
今

後
の
密
接
な
る
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
交

流
に
資
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

広
島
大
会
は
長
崎
１２
‐
５
広
島
、
長

崎
大
会
は
長
崎
９
１
５
広
島
の
成
績

で
長
崎
チ
ー
ム
の
連
勝
で
あ
っ
た
。

０
　
一
九
七
六
年
度
日

・
韓
高
校
ス

ポ
ー
ツ
交
歓
競
技
会
が
、
５‐
年
８
月

２０
日
～
２４
日
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ

た
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
は
日
大
鶴

ヶ
丘
、
金
沢
市
立
工
業
、
巣
鴨
女
子
、

四
条
畷
学
園
と
、
韓
国
選
抜
男
女
チ

ー
ム
の
間
で
戦
わ
れ
、
日
本
チ
ー
ム

の
１
勝
３
敗
で
あ
っ
た
。
短
　
信

硬
条錮
ム
‐１‐‐‐‐じ
ｏ飾
川堤

脚
条瘍
ム
‐１‐‐‐‐じ
ｏ”
賀れ

▽決勝
石　　川２⌒‐２‐‐‐‐９４）０河　　村

〔戦
評

。
男
子
〕

第
１
ゲ
ー
ム
、
宍
戸
隆
夫
は
諸
多

博
三
を
ク
リ
ヤ
ー
、
ド
ロ
ッ
プ
で
前

後
に
ゆ
さ
ぶ
り
、
チ
ャ
ン
ス
と
見
て

は
鋭
い
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
決
め
、
１５
‐

１０
で
宍
戸
が
取
る
。

第
２
ゲ
ー
ム
、
前
半
、
諸
多
の
ミ

ス
が
目
立
ち
、
８
１
３
と
リ
ー
ド
さ

れ
る
。
中
盤
、
諸
多
が
よ
く
が
ん
ば

っ
て
９
１
８
と
追
い
つ
い
た
が
、
宍

戸
の
鋭
い
ス
マ
ッ
シ
ュ
と
大
き
な
ド

ロ
ツ
プ
で
、
‐５
‐
９
で
宍
戸
が
取
る
。

（大
世
古
吉
弘
）

〔戦
評

。
女
子
〕

第
１
ゲ
ー
ム
、
前
半
お
互
い
に
ミ

ス
が
多
く
得
点
で
は
せ
り
合
っ
て
い

た
が
、
後
半
河
村
茂
美
の
ク
リ
ヤ
ー

が
甘
く
な
り
、
石
川
好
子
の
ス
マ
ッ

シ
ュ
、
ド
ロ
ッ
プ
が
有
効
に
決
ま
り
、

一
方
的
に
石
川
の
勝
ち
。

第
２
ゲ
ー
ム
、
石
川
の
四
隅
を
正

確
に
つ
く
プ
レ
ー
が
河
村
の
ミ
ス
を

誘
い
、
前
半
石
川
に
有
利
に
展
開
し

た
が
、
中
盤
か
ら
後
半
に
か
け
て
、

一
会
が
、
５‐
年
４
月
２５
日
広
島
県
立
体

一　′レ育補は新」
（ゎ曲メデ脚狩↓わ″

通
算
５
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

０
　
第
８
回
広
島
県
理
事
長
杯
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
大
会
が
、
５‐
年
７
月
４
日

日
本
鋼
管
福
山
体
育
館
で
行
な
わ
れ

た
。
優
勝
者
▽
矢
野

（日
立
）
＝
男

子

（
１
部
）
シ
ン
グ
ル
ス
、
木
村

（広
大
）
＝
男
子

（２
部
）
シ
ン
グ

ル
ス
、
矢
野

・
安
田

（日
立
）
＝
男

子

（１
部
）
ダ
ブ
ル
ス
、
小
林

。
山

本

（修
大
）
＝
男
子

（２
部
）
ダ
ブ

ル
ス
、
山
内

（Ｎ
Ｋ
Ｋ
）
＝
女
子
シ

ン
グ
ル
ス
、
原
田

・
大
下

（鈴
短
）

＝
女
子
ダ
ブ
ル
ス
。

菖。[
:i短

罵ゞξ
E`i
房黎i



B召 和 51年 度 全 L」 高等学校総合体育大会

第27回 全国高等学校パ ドミントン選手権大会

男 子 団 体 戦 組 合 せ 表 (成績 )

ろ

沼   津   工 (静

日 本 人 山 形 (山

鋼  路  商  定 (北北海道 )

郡      覇 (沖  縄 )

木 )

西 (埼  玉 )

御 坊 商 工 (fo歌 山 )

専 修 大 北 上 (岩  手 )

金 沢 市 工 (石

高 短l 迫 手 前 k高

善 (福

市 (栃

雲  農  林 (島

軒  (長

山 (滋

館 (愛

膳 (千

福 山 筆 陽 (広

中   条   工 (新

猿       浦 (長

日 本 大 鶴 ケ 丘 (東

工 (佐

方 (大

工 (山

工 (福

商 (香

知

　

　

岡

一       条 (奈   良 l

東  海  甲  lrl(山  梨

農 、■  城

海 (南 Jし海道

11 富

ln l福

工 (鳥

根 )

福

　

　

境
　
　
　
一
　

　

弘

　

　

長

間

　

　

形

井

　

　

港

南 (青

東 (長

横 浜 生 野 (神 奈 川|)

田  学  園 (兵

分   工 (_二  
「
ヽ

1llヽ

前

　

　

野

暉

　

　

森

　

　

野

伊

本
'

野 )

賀 )

知 )

葉 )印

島 )

島

　

　

潤

九 州 学 院 (熊

秋 田 市 立 (秋

東       山 (京

倉   敷   工 (円

新 島 学 目 (群

高   田   商 (富

億   島   商 (e

尾

田塩

　

　

枚

岡島 )

井

ｏ

前

ｍ

ｍ

ｍ

工 (岐  阜 )

内 (鹿 児 島 )

工 (石  川 )

釜 (官  城 ,

会

　

　

高

５

　

　

０

''l)

(茨 城 )

宮

柳

5



昭和51年 度全国高等学校総合体青大会
第27回 全国高等学校バドミントン選手権大会

女 子 団 体 戦 組 合 せ 表 (成績 )

四 条 畷 学 日 (大  阪 )

市  郵  学  日 (■  知 )

「    脱   農
′岩  手 )

渋   lll   女 (群  馬 )

富      島 (宮  崎 )

西   条   農 (愛  崚 )

広 島 第 一 女 商 (広  島 )

千  葉  学  口 (青  森 )

二 (茨  城 )

院 (魔 児 島 )

富 (和 歌 山 )

沼 (南北海道 )

1

2

3

4

青  陵 (新

|(沖

1闘      11j  lll   lI

和   佐 (徳   島

崎   工
`神
奈 ||

it    女 li患

11:    南
`山

1綺     i■  ,人

間   女 11ト

潟
　
　
　
縄

０

　

５

う

5

0 1

2

03

りえ 1

1詢  1(

■ 1(

女 11

湯   口1`山

`島

岡

　

　

集

伊 那 弥 'Lケ :丘 (Ic 野 )

条 奈ヽ  良 )
ろ

⑬

福 商 (福

巣 (埼

昭   和   女 (大

第   二   女 t宮

善 通 寺π― (香

↑      城 (石

関  ‖1 学  園 (兵

女 (岐

女 (佐

商 (島

女 (栃

＝

　

　

　

岡

敬

　

　

明

う

井

三

分

城

0

う
Ｆ
Ｌ
榔

1

⑫

２

　

３

暉
　
　
卑

　

　

賀

⑮

1

5

う

う

愛  学  園 1秋

善   定 1福

1京 、静

熊 本 信 愛 女 学 院 (熊

昭   和   学   院 (千

合  敷  中  央 (間 111

う

釧  路  lRl t(北 JL海 :こ

着   松   女 (福   :;|

′n   坂   東 t it  rf,
①

江
　
　

　

岡

根 )24

木 )

(■   1

女  11

滋

新

市

高

松

6



昭和51年 度 全国高等学校総 合体 育大会
第27回 全国高等学校バドミントン選手権大会

男子個人戦 シングルス組合せ表 (成績 )

宍  戸 F●  夫 宮ヽ  載 塩   釜
' 1

Jヽ 池 博 幸 け奇  .「 。大 富 西 , 2

月1 井 哲 也 、宮  崎  富  島 )3

市 瀬   均 (長  野・ 長  野 )4

樋 原 英 二

`島

 llK・ 松 江 商 )5

夫 橋 健  1(lt 阜 大 垣 工 )6

it i嵐 悦  夫 (新  ,, 中  越 ) 7

神 谷 礼 行 (和 歌 山・百オ  久)8

7j崎 雅 11(佐  賓 塩 田 工 )9

二1 山 静 夫 (岩  手・専修大北上 , 10

水野谷   暉 (栃   木 石  橋 )H

「 野
勝 彦 (香  111・ 高 松 商,12

月ヽ 浜 充 弘 (奈  良    条 )13

高 田 祐 助 (広   島 福山サ陽 1 14

1卜 嵐   康 (山   形 山 形 南
' 15

1 沢  昌 弘 (高  知  高知迫手前 )16

‖ 野   強 (静  岡 →召 津 工 )17

11 階  ・l 緒 (神 奈 ll 横浜立野 )18

中 答 治 夫 (東 京・ 日本大鶴 ケ丘 )19

ll ll it 生 (兵   嘩  1田 学園 )20

蛛 lB啓 睦 (福  井 勝  山 )21

,i 川 真  1(山  口 下関中央工1 22

"1 
浜 秀 彦 (沖  縄 邦 . 覇 1 23

41 藤 好 弘 (南北海道・札11創成 )24

武 良 進 吾 (鳥  取  境
'25

1'野 寛  (群  llJ欄 生 南: 26

瀬■口 六 男 (鹿 児 島 川内商工 )27
:|:西 寮 雄 (愛  知 時 習 館 )“

有「 積 康 充 (富  山 高 岡 商)29

1ヽ 山 博 司 (滋  賓 `比 叡 山)∞

ll本 永 リユ 大  敗 茨 木 工)31

"k 
井   透 (千  葉 自

' 
着)32

キ ↑11■ 徳 (lt ,F長 野 東)33

1ヽ瑚 」「 紀 (秋  lH秋 田 工 )34

ri兼   保 (徳  島 日 和 佐 )35

'1 
本 幸 弘 (熊   本 ′し州学院)36

r 山 成 生 (石   口|・ 金沢市工 )37

占 Hl 茂 範 (北北海道 釧路商定)38

水 li Fiり)(山  梨 IP府 商)39

杉 1景 好  (福  島・会 津 工)40

藤 本 忠 洋 (長  崎・駐  浦)41

1田 純 久 (愛  曖 西 条 農)42

関    降 (茨  城 石 岡 一)43

占 賀   蔵 (福  岡・山  門)“

斉 藤   純 (青  森・弘 前 工 )45

斉 藝 篤 司 (京  都・乙  ■)46

安 田   央 (岡  山・倉敷青腱) 47

井 崎 典 彦 (二   重 宇治山田, 48

7

49 上  村  秀 章 (熊   卒  'し州学洗

50佐 野   稔 (栃  木・石  橋 ,

51 森 学 (徳  島・徳 島 商 )

52 阿 倍 清 隆 (新  潟・新潟市工 )

53 土 井 lII 志 (兵  暉・三田学日 )

54平 川 京 澄 (山  口・柳 井 工 )

55日 野 幸 光 (福  岡・山  日 )

56 土 谷 亮 ― (秋   田・秋田市立 )

57 三 谷 裕 司 (北北海道・釧路商定 )

58 森 田   均 (石   'lI・ 金沢市工 )

59加 藤 饉 ― (岐  阜・岐 阜 工 )

60 小 林 久 人 (群  馬 新島学口 ,

61藝 沢 博 史
`山

 形 真 室 川 ,

62金 子 正 彦 (京  都 。東  山 ,

63 上 村 暉 己 (鹿 児 島 川内商工 )

64 漆 原   享 (東京・ 日本大鶴ケ丘 )

65守 安 達 二 (岡  山・水 島 工 )

66山 西 友 行 (二  重・伊 勢 工 )

67 栗 原 僣 吾 (長  野 長野中央｀

“

 大 山   il`高  気1 高知追手前 )

69山 ノ内   l18(福  島・会 津 工 )

70花 形 光 彦 (山  梨・甲 府 商 l

71池 田 豊 昭 (佐  貿・白  τi,

72諸 多 博 之 (奈  良   条

73関 答 弘 ‐t t2 野 更 級 農 )

74織 本 富 之 (千  葉 君 津 商 )

75 円 脇 豊 和 (島  根・出雲農林 )

76河 上 竹 見 (長  崎 ■  浦 )

77 小 川   均 (和 歌 山・御坊商工 )

78森 尾 友 宏 (静  岡・ ,3津 東 )

79北 橋  進 (滋  賀・比 叡 山 )

80安 藤 懸 正 (愛  11西 条 農 )

81小 蔦 政 弘 (神 奈 lII・ 日 本 大 )

82 大 江   洋 (宮   城・仙  台 )

83工 村 琢 二 (福  井・●  島 )

84山 本  浩 (lt 取・境 港 工 )

85 松 付   昌 (愛  知・名古屋電気 )

8b富 城   IJj(,中  縄・部  口 )

87岩 渕 倍 司 (青  森 弘 前 南 )

88井 坂 裕 ― (茨  城 石 田 ■ )

89西 村   久 (大  阪・枚  方〕

90稲 垣 慣 二 (富  山 。上  市 ,

91蛯 原 政 和 (宮  崎・宮 崎 工 )

92佐 ●  治 (埼  玉 。大 富 西 )
93 中 村 膊 美 k南北l●造・北  海 )
94 尾 崎 健 司 (広  島・饉山幸6)

95佐 々本 fll幸 (岩  手・岩 谷 堂 )

% 富宇地   宏 (香  川 高 松 商 )



昭和 51年 度 全国高等学校総合体 育大会
第27回 全国高等学校バ ドミントン選手権大会

女子個人戦シングルス組合せ表 (成績 )
石 ″1 好 子 (大   阪・四条環学日 )1

松 本 紀 子 (千  葉・昭 和 学 院 )2

小 林 喜代美 (福   井・勝    山)3

野 入 弥 生 (岐  阜・富 田 女 )4

崎  山 由番里 (■   曖・松  山 商 )5
rf々 口 智 子(■  取・米 子 西)6
松 尾 聡 子 (大  分・昭 和 女)7
富 田 美代子 (富   山・高 目 商)8
松 本 美由紀 (和 歌 山・新   宮)9
松 枝 睦 子 (東  京・ 日本大鶴ケ丘)10

高 嬌 奈美子 (福   島・磐 城 女)11
古 賀 しづか (佐   賀・佐 賀 女)12
Hi辺 淑 子 (円  山 山 陽 女)13

島 西 明 子 (青  森 一千葉 学 日)14

赤 井 玲 子(北北海道・帯 広 柏 業)15

新 垣 満 チ(,中  縄・部 覇 商)16

鈴 木 恭 子(茨  城・石 岡 二)17

野 口 奈 l11美 (山   口・下 関 商)18
山 本 美津子 (静   岡 吉   原)19
萩 原 .・7 F(京  都 港   北)」 |

人 野 きよみ (山  梨 甲
'rF l)ご

1

横 井 T tt F(秋  田 羽   後)13

111本 久 美(高  知 土 佐 女)23

小 原 あけみ (鹿 児 島 伊 集 院 )24

‖,″t とし F(lt ,卜 諏 訪 ■葉)25

真喜志俊 子 (熊 本 熊本信愛女学院 )26

lt 井 智忠 チ(徳  島 日 和 佐)27
菊 地 孝 F(岩  手 水 沢 商)28

南 雲 栄 チ(群  馬・渋 川 女 )29

中 井 照 子 (1■   重・松   阪)3tl
iヽ  本 喜代美(石  川・資   城)31

横 山 ナルミ(宮  崎・都 城 商)32

∵ "1 喜忠 r(南北海道 札 lt静 修)3,

磯 部 ひとみ (広 島・広島第一女商)34

11   美代 F(栃   木 真 岡 女)35

'1 島 !t r(滋  賀・大   Jり  36

ri木 恵 F(新  樹・新 潟 青 陵)37

山 ド 美 鈴 (香  川・善 通 寺 )“

高 田 博 子(奈  良・    条)39

福 原 まり子 (山  形 新 庄 南)40

渡 部 久美子 (島  根・大   東)41

酒 井 久美 F(長   崎・ 1そ 崎 商)42

中 村 幸 枝(埼  玉・戸   田)43

捕 口 光 子 (兵  庫・口 田 学 口)“

イル ● 多 忠 (愛  知・愛 知 淑 薔 )45

↑ 須 さち r(12 ,チ・f,郡弥生ケ丘)46

井 上 明 子 (福  岡・ 九 州 女)47

岩 間 ゆかり(宮 城・聖和学目吉田)48

11 ‖
" 
裕見 r(神 奈

'|| 
サ|1 崎 工 )49

50森 下 真 紀 (田  山・山 陽 女 )
51 山 菅 いつ子(栃  木・真 円 女 ,
52田 中 ひとみ (和 歌 山・新  富 )
53 中 川 千栄子 (石  川・金 沢 商 )
54庄 司 弘 子(宮  域 '・ 第 二 女 )

55 新 垣 佐重子(沖  ■・石   "l)

56松 原 番 純 (二  重・松  阪 )
57小 松 和 恵 (山  梨・甲 rf漏 田 )
58 崚 崎 早余子 (香   "|・ 高   瀬 )
59柴 田 真 弓(滋  賀・滋 買 女 )

∞ 中 川   功 (青  森・千 葉 学 口 ,
61相 良 裕 美(熊  本 ′ヽ  代｀

62中 島 順 子(群  馬・渋
'11女

,

“

二 浦 意 1(秋  田 敬 贅 学 日 |

641苺 登 美 子(長  野・中  野 ,

65平 峰 佳 子 (兵  l● ・日 1」 学 日 ,

66 世 良 浩 子(南北海道 室 間 商 )

67 'し 万田 真由美(鹿 児 島 伊 集 院 |

68 内 田 ひろみ (茨   城・石 岡  ■

69大 塚 静 枝(島  根 大  東
70 中 キす 答 子 (佐  貿 佐 賛 女 )

アl 安 0 いずみ (■  城・西 条 農ヽ

72田 尻 章 子 (岐  阜 富 tB女 )

73藝 井 良 子 (新  潟・新 樹 青 陵 ,

74浜 田 由 理 (高  1ヽ・ 土 佐 女 )

75加 ● 典 子 (愛  tl・ lj椰 学 園 )

76 村 上 貴代美(埼   玉・潟   巣 )
77 楠   幸 恵(山  口・早   輌 )

78寺 田 典 子 (京  都 改 安 女 )
79山 口 峰 子(長  崎 鶴 鳴 女 )
80 東海林 文 子 (山   形・山形城北女 )

81松 田 洋 子(神 奈 川・横 浜 立 野 )

82西 尾 和 子 (鳥  収・  境  )

“

 佐 野 美智子 (福  杵・勝   山 )

餡 浜  野 尚 美(宮  |.l ttケ 丘学日 )

“

阿 部 俊 子 (奈  良 条 ,

簡 吉 田 千 織(北 JL海道・釧 路 商 )

87 ↑ lB 裕美子 (富   山・高 田 女 ,

88児 玉 康 子(千  葉・本 更 津 東 )

89′ l、 西 孝 チ(岩  子・盛 鵬 四 )
90 置   晴 恵 (徳  島 日 和 佐 )

91佐 0「 品 (人  分 昭 和 女 )

92 戒 田 いづみ (広 島・広島第一女商 |

93 河 村 茂 美(大・ 販・四条畷学■ )
94 西 森 ひとみ(幅   問・′卜 倉 西 )

95 1本 ホ ●l 爽(幅   島・椰 山 女 )

96 清 水 昭 子 (長 野・伊部弥生ケ丘 )

97小 原 靖 子(諄  岡 沼 津 東 )
蟷 偉 永 順 ■、東  京 氣 鴨 女 :

8



昭和 51年 度 全国高等学校総合体育大会
第27回 全国高等学校バ ドミントン選手権大会

男子個人戦ダブルス組合せ表 (成績 )

北構
1進 山本 昇 (滋  賀・比 叡 山 )1

石Л:雅己、篠原尚紀 (静  岡・ 富士富北 )2

魚谷弘之 、古賀孝行 (福  岡・明  善 )3

大■高弘、渡部弘幸(南器 遭■農琴肛 )4

高木 勉、 三沢 聡 (長 野・諏訪清陵 )5

高階尚緒、青木年也 (神奈川・横浜立野)6

杉原好 、渡辺 明 (福 島・会 津 工 )7

山田茂生、土井清志 (兵 庫・三田学日)8

大山 透、別役 巧 (高知・高知追手前)9

織本富之、松本高広 (千 葉・君 津 商)10

高田祐助、仲野裕之 (広 島・福山葦陽 )11

潤上竹見、藤本忠洋 (長  崎・猿  浦)12

富字地宏 本田敬二 (香  川・高 松 商)13

阿都清隆、川勝俊夫 (新 潟・新潟市工 )14

宮崎雅員J、 家永文男(佐  賀・塩 田 工 )15

赤池 稔 小池一吉 (山  梨・東海甲府)16

斉菫 純 佐藝芳仁 (青 森・弘 前 工 )17

根野 撤、林 慎二 (岡 山・倉敷天城)18

金子工彦、 L村 久男(京  都・ 東  山)19

石tB卓朗、中野正晴 (■  知・時 習 館)20

工藤重信、伊苺洋一 (山 形 。日本大山形)21

樋原英二、小笹浩次 (島 根・松 江 商)22

塩谷忠秋 桜井三男(茨 城・石 岡 一)a

森田 均、島崎哲二 (石 ■1・ 金沢市工 )24

山本 浩 .早
"l広
ヨ 鳥 取・境 港 工 )25

宍戸隆夫、阿部猛男(宮  城・塩  釜)26

稲垣慣二、山下忠志(富  山・上  市)27

平良 操、山城克彦(沖  ■・石  川)●

小林久人、福島 保 (群 局・新島学口)29

長谷
'‖

違己、生田健― (大阪・西野田工 )311

佐藤 沿、佐藤富雄 (埼 玉 。大 富 西)31

小森 純、上田哲也 (奈 良・正  強)32

清水良彦、福永俊一 (宮 崎・宮 崎 工 )33

三浦 諒、賀凛正一 (秋田・秋田経済大付 )34

吉兼 保、戎野 続 (億  島 日 和 佐 )35

山西友幸、森井弘喜 (二 重 。伊 勢 工)36

関谷弘―、酒井貞徳 (長 野・更 級 農)37

大幡洋一、高崎嘉男(栃 木・真 口 農 )38

平田純久、安藤憲正 (愛 曖・西 条 農)39

福山修一、伊地知洋一 (鹿兄島・川 内)40

坂村誠治、戸沢昭夫 (山 口・下間中央工 )41

高木良典、中野彙― (和歌山・御坊商工)42

石川智美、菊絶栄威 (岩手・専修大北上)43

燎田啓睦、坂井茂則 (福 井・勝  山)44

北海有起,千葉昌弘 (北北海道・帝広柏葉)45

阿部三喜男、早
"l津
義 (岐阜・崚阜西工 )46

青木義生、杉本建郎(東京・日本大鶴ケ丘)47

宣不幸弘、本石俊意 (熊 本 。九州学院)48
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49 上原 明、平野勝彦 (香  川・高 松 商 )

m 小林 直、田中 尚 (京 都・鴨  活 )

51 小池博幸、新木正志 (埼 玉  夫 宮 西 )

52 颯泊信一郎、添石和男(沖 縄・首  里 )

53 武浪進吾、佐々木亮 (鳥  取・  境  )

54 土谷亮 、佐藤 |″ (秋  田・秋 Hl市 立 )

55 池田豊昭、Dl島』L道 (佐  賀 。自  石 )

56 吉沢延久 林 良 (群 馬・
""橋
商 )

57 中西康雄、河合一樹 (愛 知・時 習 館 )

58 栗原信吾、小山秀 (12 野・it野中央 )

59 小川 均、悦宗 0(和歌山・御坊商工 )

6Cl 若生正弘、二瓶源治(官 城・仙 台 商 )

61 中答治夫、沢田和lt(東 京。日本夫鶴ケ丘 )

62 尾崎英治、川城明彦 (兵 暉・赤 塚 山｀

63 蛯原政 fO、 1(友 克成 (宮 崎・宮 崎 工 )

64 中村諄美 竹林博文(南北海道・北 海 )

“

 畠山停夫、小原純 (岩手・専修大北 [)

66 坂井邦晃、村尾1‖r:(新  潟 新  潟 )

67 中原 浩、花田憲敬 (福  岡・明  善 )

68 森  学、加村雅史(徳  島 徳 島 商 )

69 関野 強、杉本降義(静  岡・沼 IF工 ,

70 安田 央、森脇紳 1(岡  山・含敷青陵 )

71 角田光永 久郷俊叫lt栃  木 。今  市 ,

72 重山成生、坂本昌嗣 (石  川・令沢市工 )

73 江藝正治、上村秀章(熊  本・ 九州学院 )

74 小蔦政弘、松下喜 `神奈川 。日 本 大 )

75 有賀和美、石坂 彰(長 野・長  野 )

76 松田卓司、悔原靖史(高 知・須  崎 )

77 平川京澄、内藤信男く山 口・柳 井 工 )

78 山之上後、山岡清秀 (滋  賀 。比 叡 山 )

79 大山忠司、藤崎耕司(鹿児島・鹿児島商 )

80 加苺健一、i支井洋 (岐 阜・岐 阜 工 )

31 西村 久、福井 稔(大  阪・枚  方 )

32 井坂裕一、関  降 (茨 城・石 岡 ‐)

83 山ノ内一明 山 ノ1勺短用 (福島・会津工 )

84 "1鳴 ―宏、来栖 浩 (富 山・高 岡 商 )

85 吉田茂範、 i答裕司(北北海道・鶴路商定)

86 石
"l清
隆、大沢忠裕 (■ 峨・西 条 農 )

87 坂井 透、助
"l茂
雄
`千
 葉・印  鰭 )

88 門

“

豊和、江角正喜(島  根・出雲農林 )

89 岩潤信司、佐藝雅幸(青  森・弘 前 南 )

90 田所伸久、家域昭夫 (ri 重・伊 勢 工 )

91 菊地利昭 、日中姜悦 (山形 l日 本大山形 )

92 藤本明夫 .尾崎健●l(広 島・福山葦陽 )

93 勝木由夫、楠本伸吾 (lt 崎・■  浦 )

94 下条大助、深沢哲大 (山 梨・機 山 工 )

95 岩堀保次、武田幸 ―(福 井・ 春 江 工 )

96 小浜充弘、諸シ博之 (奈 良・一  条)



昭和 51年 度全国高等学校総合体育大会
第27回全国高等学校バドミントン選手権大会

女子個人戦ダブルス組合せ表 (成績 )

″木恵 r、 藤井良「 .新  潟・新潟青陵 )

佐藤真■ 1、 佐々木レミ子 (宮城 。第二女 )

藝木静香、待鳥え りか (福  岡 大 '||)

松田洋子 、村田純子 (神奈 川|・ 横浜立野 )

田所由企子、滝関峰子 (香 川・善通寺一 )

後魯恭 r、 lll水 美鈴 (愛 知 ・時 習 館 )

楠  幸恵 山村寛予 (山  口・早  輌 )

中岡広子、塩崎 Ji月 (和歌山・ 御坊商工 )

撻口真由美、村山貴 ft美 (埼 玉・鴻 巣 )

i浦憲 r、 鎌田悦子 (秋  田・敬愛学園 )

‖l薗悦 F、 筒井徳子 (大  分・昭 和 女 )

柳沢 とし r 戸田順子 (12野・諏訪二葉 )

石浦照 美、門脇加 :,Fヽ 4ヒ北海■・日路星口 )

高日1博 r、 阿部俊子 (奈  良・一  条 )

河イト真由美、飯沼泰子 (岐  阜・富田女 )

中村喜 美代  it谷 川郁 子 (島 12、 松江蒙政 )

1本 木明 美、 千葉典
「
(福  島・郡山女 )

真喜志俊 r、 桝口文枝臨 本 薦本信■女学開

大崎 美11、 古味佳代 (高  知・ 高 知 商 )

天野 きよみ、青149初 美(山  梨・ 甲lrf二 )

(1野 (智 f 小林喜代美 (福 井・ 勝 山 )

'L万
日1真由 美、小原あけみ(鹿児島・伊集院 )

1■ MI洋「 、増井智 r(兵  l■ ・ 市立尼崎 )

西尾和 チ 魯岡典子、鳥 lft・  境  )

技美代「  海 老原,Jチ (栃  木・真岡女 )

山本 Lpr、 佐藤圭
「
(静  岡 吉 原 )

′,木孝「  児玉康「 |千  葉・木更i車東 )

山本智 長 松本里 fイ f lII・ 藤  花 )

東海林文 f 伸保息子 (lb影・山形戴北女 )

新垣 i青「  具.よいつ二 t:中  縄・那覇商 )

笠井裕 r 神山由香里、南北海道 化幌大谷 ,

酒井久美 f、 横木祥「
(長  崎 。長崎商 )

千葉裕「 、対島宏 r岩 手 千  屁 )

前川 (智 f 河村茂 知 人販 四条暉 ′□)

崎山山香 ll、 加藤洋 r(愛  曖・松山商 )

中島順 r、 糊地紀美 r(詳  馬・渋川女 )

梶Hl ri枝 、1‖ 辺淑子 (岡 山・山 陽 女 )

松原香純、中井照 r(l rt・ 松  阪 )

今須さち「 、411水昭子 ,そ野 伊都弥生ケ丘 )

置 晴恵・ 1そ井智息子 (健 島・ 日和佐 )

横山ナル ミ・吉行法子 (宮 崎・都城商 )

萩原l‐ri、 稲垣祥子 (京  都、洛  北 )

内lllひ ろみ、鈴木恭子(茨 城・石間二 )

ヽ西■ll i、 日中和子 (青 森・千葉学日 )

含田裕美子、喜田美忠子 (富山・高田女 )

足立裕美、大道 千恵美砿島 広島薔‐女商 )

中村容 F、 井上順子 (佐  賀・佐 賀 女 )

1■岩 J「 、岡本久「 (滋  賀・盤 賀 女 )

徳永Hl r.I多 り||′ t「 、東 京 無鴨 女 )

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35,

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

① 色

50 ′1ヽ r内 美智子、山 下奈々ft青 4・ 千葉字口,

51 i_L洋 子、小松和恵 (山  梨・甲rF湯 田 )

52 加藤典子、木野美智代 (愛知・市椰学日 )

53 小城さとみ、森田恵利子 (鹿 児島・
'叫

内 )

54 横田幸子、安藤いづみ (愛 城・西条農 )
55 網家玲 r、 山中知 チ(兵 ′ギ・親 和 女 )

56 茶木春美、中えき子 (富  山・高 岡 女 ,

57 水野■、み子、松枝睦子(東京 日本大鶴ケ丘 |

58 ,I情奈美子、自井敬子 (福  島・磐域女 :

59 赤井玲子、加藤令子(北北海道・帝広柏葉 )

60 戒田いづみ、破部ひとみ(広島・広島第 女商
`

61 若 F_k登 美子、山下 もにか (長崎・ 1そ崎商ヽ

62 浜ul由理、日付圭香(高 知 土 佐 女｀

63 榎本ひと美、藤原則子 (埼  玉・鴻 巣 )
64 金田妙子、桜井美智子 (■

' 
・伊
"弥
生ケ丘,

65 野中弘美、高松久仁子 (熊本・熊本中央女 ,

66 川島直子、中沢博美(滋  賀 大  津′
67 奥野佳代、角谷早苗(1 重・松  版 )
68 佐藤千品、松尾聡子 (大  分 昭 和 女 )
69 高野和代、斎藤桂子(新  潟 新潟青陵 )

70 庄司弘千、片山千尋 (富 域 第 1女 ,

71 遠藤麻理子 .IYl田 斉子 (奈  良・  条
ア2 松本幸「 、出1部伯「 (島  llK 松江家政 |

73 籠木真実、lll菫栄子 (群 馬 渋
"1女

水井京 r、 近藤順
「
(1を  ,f・ 岡 谷 彙

浜野尚美、姫野生 子 (宮崎  緑 ケ丘学回

山崎恵 r 永喘 ftl恵 (香  川 薔麺寺
土屋政千 、横井 千加

「
(秋  ill 羽 後 )

11‖l裕 見子 鈴木裕 1(神 奈
' 111崎

工 ,

野 人弥生、ul尻章子 (岐  阜  富 Hl女 |

古田雅子、須藤公子 (茨 城  織 域  1

神農由美、森 ド真紀 (岡  山 山 陽 女 )

中山起久 r、 竹 |ヽ 久美恵 (福井 福井商 )
松本美由紀 、出中ひ とみ (和歌山 新富 |

't場
美智子、日 |口文忠 (福  岡 明 善t,

福原まり子、近藤恵美子 (山 形 新庄南 )

高木喜代 美、午付弘 共 (イf ‖1 ↑ 域 ,

人域 芳′り、↑域 さとみ (1中  縄  糸 満 ,

寺 lu典子、古岡智子 (京  都・成 安 女 )

河野 ′ヽ■子 、林  tll子 (山  ロ ド関南 )

‖1崎妙 r、 富椰祐 Ft南北海道 .lι繊啓t商 |

山崎美智代、松本紀子 (千葉・昭和学院 )

寺上め ぐみ、井 口利江 (徳  島・ 日和佐 )

宮崎千秋、北村息子 (佐  買・ 佐 賀 女 )

山・IIい つ子、水沼英 F(栃  ホ・真岡女 )

'f々

口智子、人 Llき よみ (島 I14・ 米子西 )

川畑 欠子、菊地文子 (岩  手・ 釜 石 南 )

'々
良容 r、 歯●颯

「
(静岡 静隆坂 Jヒ

イl'叫 好「  11久 (1‐ t口k.″ 111111■ ,

魚

~81

'7
78

79

80

82
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出
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“卜
'

“89
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熊
本
（男こ
連
勝
な
る

滋
賀
軍
壬
一年
ぶ
り
の
優
勝

〈男子組合せと成績〉

全
国
中
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

は
、
８
月
１８
日
～
２０
日
ま
で
仙
台
市

の
宮
城
県
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
七

二
〇
名
の
選
手
が
参
加
し
盛
大
に
開

催
さ
れ
た
。

二
年
間
の
準
備
期
間
と
ベ
テ
ラ
ン

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
大
会
運
営
は
さ
す

が
立
派
で
あ
っ
た
。
特
に
大
会
運
営

の
役
割

。
分
担
が
細
部
に
分
化
さ
れ
、

そ
の
機
能
は
完
全
で
あ
っ
た
。

宮
城
県
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
全
員

が
動
員
さ
れ
、
教
職
員
と
生
徒
は
運

営
と
競
技
と
を
い
っ
さ
い
担
当
、
審

判
員
は
県
協
会
員
と
学
生
部
員
が
全

面
的
に
フ
ォ
ロ
ー
し
、
受
付
接
待
は

婦
人
ク
ラ
ブ
員
の
総
動
員
で
湯
茶
の

接
待
と
い
っ
た
具
合
に
、
皆
さ
ん
が

本
当
に
真
剣
に
仕
事
を
し
た
が
、
全

体
を
み
る
と
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
楽
し

ん
で
い
る
と
い
う
雰
囲
気
が
よ
く
で

て
い
た
。
仕
事
は
こ
う
あ
っ
て
ほ
し

い
と
思
う
。

成
績
の
方
は
男
子
決
勝
で
は
熊
本

と
栃
木
の
対
戦
と
な
っ
た
が
、
複
で

圧
倒
的
に
栃
木
、
単
で
二
試
合
と
も

熊
本
が
リ
ー
ド
し
、
結
果
は
２
１
１

で
熊
本
の
連
勝
に
終
わ
っ
た
。

一
方
女
子
は
、
滋
賀
対
大
阪
の
対

戦
で
複
は
接
戦
の
末
２
１
１
で
滋
賀

が
打
ち
勝
ち
、
単
を
分
け
て
三
年
ぶ

り
三
度
目
の
優
勝
と
な
っ
た
。

他
に
男
子
の
奈
良
は
、
準
決
勝
で

熊
本
に
第
二
単
逆
転
負
け
し
た
の
は

惜
し
ま
れ
た
。

地
元
宮
城
チ
ー
ム
も
大
健
闘
し
、

初
入
賞
を
果
た
し
た
。

女
子
も
埼
玉
、
熊
本
と
上
位
四
チ

ー
ム
は
実
力
伯
仲
で
、
１
点
を
争
う

ゲ
ー
ム
展
開
が
多
か
っ
た
。

全
般
的
に
力
で
お
す
選
手
が
少
な

く
、
も
っ
と
基
本
技
を
た
た
き
力
を

つ
け
、
今
勝
つ
選
手
で
な
く
将
来
に

つ
な
が
る
ご
指
導
を
い
た
だ
き
た
い

と
思
う
。

（遠
井
稔
男

。
大
会
競
技
委
員
長
）

く女子組合せと成績〉

一示

木

東

栃

熊 本

福 島

奈 良

東 京

静 岡

岩 手
高 知

茨 城

富 山

香 り‖

岐 阜

宮城増

山 口

新 潟

福 岡

青 森

千 葉

大 阪

,I

井

重

宮壊 D

長 崎

神奈川

京 都

秋 田

木

賀

形

山

り||

庫

知

島

玉

取

熊 本

静 岡

茨 城

新 潟

岩 手

秋 田

鳥 取
大 阪

神奈川

長 崎

愛 知

宮城 D

香 り‖

山 形

富 山

岡 山

千 葉

奈 良

埼 玉

徳 島

山 口

京 都

宮城 J

福 島

石 り‖

岐 阜

兵 庫

福 井

青 森

高 知

福 岡

滋 賀



第
１５
回
全
日
本
教
職
員
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

８

ｏ
ｌＯ
～
１５
●
東
京

若
さ
で
山
本
（和歌し
が
男
子
単
を
制
す

の
雰
囲
気
で
あ
つ
た
。

競
技
の
ほ
う
は
、
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
新
鋭
山
本
茂
樹
が

ベ
テ
ラ
ン
の
関

一
成
、
工
藤
勇
参
ら
を
退
け
て
優
勝
、
新
時

代
の
幕
を
あ
け
た
。
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
・
石
田
雅
子
、
男
子

ダ
ブ
ル
ス
。
今
井

・
桐
生
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス
・
石
田

。
林
、

混
合
ダ
ブ
ル
ス
。
今
井

・
秋
山
と
各
種
目
と
も
に
若
い
選
手

の
台
頭
が
め
ざ
ま
し
か
っ
た
。

し
か
し
、
前
述
の
工
藤
、
関
の
中
堅
選
手
だ
け
で
な
く
、

杉
日
、
三
宅
、
北
方
、
渡
部
ら
の
ベ
テ
ラ
ン
組
も
健
在
な
プ

レ
ー
ぶ
り
を
見
せ
て
く
れ
た
。
こ
う
い
っ
た
各
層
の
選
手
が

一
体
と
な
っ
て
シ
ャ
ト
ル
を
追
い
つ
づ
け
る
間
は
、
こ
の
教

職
員
大
会
が
さ
ら
に
発
展
す
る
こ
と
は
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ

で
あ
ろ
う
。

”朝薦団体戦　　　　　　　　　岡　山２
（輔Ｈ‐‐・０）

滋
　
賀
３

⌒輔
・ ２
‐ １
０ ０
）
０
石

『

　

疇
決
嘲
２

（轍
・ ‐
‐ ‐
・ ０
）

和歌山３
（鞠・２‐１００）０栃

▽
決
勝
滋　賀３
（輔・２‐―・０）・和歌山

◆
女
子
団
体
戦

▽
準
決
勝

◆
成
壮
年
団
体

▽
準
決
勝

大　阪２
⌒韓Ｈ‐‐・０）

能̈　本２
⌒轍Ｈ‐‐００）

岐

　

阜

２

（
勒

‐．

‐ ‐

・ ０

）

・

滋

　

加
貝

　

中

決

嘲

２

（
轍

Ｈ

‐ ‐

‐ ０

）

１栃一　木　　Ｂ〔瑚〕米』製討″『秘０（坤「な脚

え、門間、森、中西、武藤のメ

ー岐　阜　　崚‐まノヾ朝腋勝】”夕”げ親に『阻

ス
。
優
勝
は
ほ
ぼ
間
違
い
の
な
い
と

こ
ろ
と
思
わ
れ
た
が
、
山
本
の
酷
使

がたたったのか、決勝でスタミ

ー北海道
　
け贅榔醗飢げ麟潮た．躊杜崚紳恥

０福　島　　しヽ‐につ長略劇̈
なつ場“「入りがせ

１熊　本
　
”朝一ルレグルス

山

本
2

1515
1   1

8 7

0
関

▽
決 桐今  木渡
勝
生井  戸部
2     2

15 15 151015
1  1  1  1  1

4 7 11159

0       1

瀬杉  高神

戸田 岡戸

に

優
一 勝
歩 の
。″ 1央
挙
に

マ▲VA7AVA▽△VAマ▲VAVA▼△マ△▼△マ△マ▲

団
体
は

滋
賀
と
岡
山

石
田
翁
し
は
全
種
目

あ

と

門
間

（和
歌
山
）
２
１
１
寺
崎

（福

井
）、
山
本

（和
歌
山
）
２
１
０
藤

上

（滋
賀
）、
関

（東
京
）
２
１
０

藤
原

（滋
賀
）
、
工
藤

（熊
本
）
２

１
０
舟
山

（秋
田
）

▽
準
決
勝
関一　　２
⌒‐５‐５‐‐２‐‐）０門　間

山　本２
（‐５‐５‐‐‐３‐‐）０工　・藤

▽
決
勝

◆
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
準
々
決
勝

渡
部

・
木
戸

（宮
城
）
２
１
１
工
藤

・
稲
津

（熊
本
）
、
神
戸
上
昌
岡

（福

井
）
２
１
１
藤
原

・
藤
上

（滋
賀
）
、

杉
田

・
瀬
戸

（神
奈
川
）
２
１
１
舟

山

・
遠
藤

（秋
田
）、
今
井

・
桐
生

（群
馬
）
２
１
０
寺
崎

・
鳴
田

（福

井
）
▽
準
決
勝



船　餅２
（‐５‐５‐‐８９）０相　瑯

◆
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽
準
々
決
勝

堀
川

（新
潟
）
２
１
０
池
尻

（千
葉
）

藤
島

（岡
山
）
２
１
０
功
力

（東
京
）

北
島

（島
根
）
２
１
０
名
和

（岐
阜
）

石
田

（岡
山
）
２
１
０
佐
円

（岐
阜
）

▽
準
決
勝
堀　川２
（‐‐‐‐‐‐６２）０藤一　島〕

石　田２一‐２７‐‐‐―‐‐０‐‐７）・北　島

▽決勝石　田２（‐‐８‐‐‐―‐７‐‐４）・堀　川

◆
女
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
準
々
決
勝

広
沢

・
名
和

（岐
阜
）
２
１
１
木
村

。
当
摩

（埼
玉
）、
石
田

・
林

（岡

山
）
２
１
０
柿
崎

。
平
野

（千
葉
）
、

望
月

・
鈴
木

（静
岡
）
２
１
０
服
部

・
田
中

（滋
賀
）、
池
尻
■
還
藤

（千

葉
）
２
１
１
天
野

・
佐
円

（岐
阜
）

▽
準
決
勝
柄　田２
⌒‐５‐５‐‐４７）０絋　標

劃　就２
（‐５‐５‐‐‐２．）。櫂　棚

▽
決
勝
石林

◆
３０
歳
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽
準
々
決
勝

西
田

（熊
本
）
２
１
１
伊
勢
田

（大

阪
）、
田
中

（
千
葉
）
２
１
１
鎗
水

（福
岡
）
、
中
島

（福
岡
）
２
１
０

久
保
田

（埼
玉
）、
南

↑
二
重
）
２

１
０
菊
池

（岩
手
）

▽
準
決
勝

西南
▽
決
勝

西
◆
３０
歳
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
■
々
決
勝

大
世
古

。
南

（〓
重
）
２
１
０
伊
勢

川

・
人
河
内

一大
阪
千

野
見
山

・

都

一福
岡

）
２
　
０
村
西

・
松
本

一石
川
一、
香
島

・
浜
司

一長
崎

一

２
　
０
中
島

・
鈴
水

福^
岡
）
、
阿

部

・
宮
崎

（北
海
道
）
２
　
０
南

・

西
田

（熊
本
）

▽
準
決
勝

▽
決
勝
禾
日
浜

◆
４０
歳
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽
準
々
決
勝

鈴
木

（秋
田
）
２
１
０
中
村

（埼

玉
）、
元
田

（熊
本
）
２
１
１
西
崎

（岡
山
）、
神
山

（北
海
道
）
２
１

０
前
田

（東
京
）、
毛
利

（岡
山
）

２
１
０
本
郷

（熊
本
）

▽
準
決
勝
鈴
木２
⌒‐５‐５‐‐６３）０元　田

毛　利２
（‐５‐５‐‐８２）０神　山

▽
決
勝鈴　木２
⌒‐５‐５‐‐４７）０毛　利

◆
４０
歳
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
準
々
決
勝

三
須

・
鈴
木

（東
京
）
２
１
０
山
根

・
米
田

（鳥
取
）、
不
破

・
内
多

倉
昌

山
）
２
１
０
宮
脇

・
島
津

（大
阪
）、

毛
利

・
西
崎
（岡
山
）２
１
０
元
田

・

福
田

（熊
本
）、
本
郷

・
沢
田

籠
一

本
）
２
１
１
神
山

。
東

（北
海
道
）

▽
準
決
勝

◆
５０
歳
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽
決
勝が
一助
２
⌒晋
じ
０彿
繁
）

◆
５０
歳
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
決
勝赫」中２一‐５‐５［‐２‐４一０揃年珈

◆
３０
歳
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽
決
勝斜
』
２
爾
‐‐じ
０コ
勢

◆
混
合
ダ
ブ
ル
ス

▽
準
々
決
勝

三
宅

・
石
田

（岡
山
）
２
１
０
上
原

・
名
和

（岐
阜
）、
松
尾
・
北
島

（島

根
）
２
１
０
伊
藤

・
久
留
島

（東
京
）
、

小
田

・
林

（岡
山
）
２
１
１
田
中

・

池
尻

（千
葉
）、
今
井

・
秋
山

（群

馬
）
２
１
０
北
方

・
石
田

（石
川
）

▽
準
決
勝

●
申
込
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に
住
所

・

氏
名

。
中
込
部
数
を
明
記
の
う

え
、
左
記
あ
て
お
送
り
く
だ
さ

い
。

●
申
込
宛
先
＝
〒
１５０
東
京
都
渋
谷

区
神
南

一
ノ

一
ノ

一
・
岸
記
念

体
育
会
館
内

・
日
本
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
協
会
出
版
局
ユ
杯
係

田
2

1515
1   1

9 3

0
遠 池

藤 尻

浜香  都野
見

田       田
2       2    2

15 15    15 15 15 15
1  1     1  1  1  1
13 9    11 12 4 6

0      0    0
南   中  田

島  中

▽
秋今 決 秋今  石三
勝

山井   山井  田宅
2       2     2

15 15   1515 188 15
1  1     1  1  1  1  1
8 13   10 7 14158

0      0     1
石三  林小  北松

田宅   田 島尾

司島   司「ル   山
2        2      2

15 15    151512 1715 3
1  1     1  1  1  1  1  1

2 10    6 4 15 15 6 15

0        1      1
都野   宮阿  市大
見       it
直1    山奇吉6    !If

西毛 内不

崎利 多破
2    2

15 15 15 15
1  1  1  1
3 10 13 2

0    0
沢本 ゲ令三

田郷 木須

▽
決
勝醗　Ｍ２
（‐５‐５‐‐３‐０）０淋　醐

●
体
裁
＝
Ａ
５
判
１
２
８
ペ
ー
ジ

う
ち
カ
ラ
１
１
６
ペ
ー
ジ

●
主
な
内
容

第
Ｉ
部
＝
大
会
経
過
と
試
合
全

記
録

第
Ｈ
部
＝
ユ
ー
バ
ー
杯
奪
還
対

策
を
さ
ぐ
る

第
Ⅲ
部
＝
オ
フ
・
ザ

・
コ
ー
ト

●
定
価
１
０
０
０
円

代
金
後
払
い
に
て
発
売
中



「み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
を
／
」

運
動
を
推
進
す
る
た
め
の
ア
マ
チ
ュ
ア
競
技

の
映
像
等
の
使
用

・
研
修
会

ｏ
座
談
会

ｏ
講

演
会
等
へ
参
加
す
る
場
合
の
手
引
き

（お崚
し日
）

い
ま
本
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

を
は
か
る
た
め
、
競
技
力
の
向
上
は

加
望
調
、
各
年
齢
層
に
わ
た
る
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
を
目
ざ
し
て

「み
ん
な
で

ス
ポ
ー
ツ
を
′
」
運
動
に
取
組
ん
で

い
る
。
こ
れ
を
強
力
に
推
進
す
る
た

め
に
は
、
本
会
、
各
加
盟
競
技
団
体
、

各
地
方
体
育
協
会
が
と
も
ど
も
協
力

し
て
事
業

・
活
動
を
展
開
す
る
必
要

が
あ
る
が
、
同
時
に
マ
ス
・
メ
デ
ィ

ア
を
通
じ
て
の
Ｐ
Ｒ
は
、
最
も
強
力

な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

本
会
の
現
状
で
は
、
独
力
で
そ
の
成

果
を
十
分
に
あ
げ
る
と
い
つ
こ
と
は

非
常
に
む
ず
か
し
い
。
こ
の
運
動
を

進
め
る
に
は
、
ど
う
し
て
も
国
民
各

層
か
ら
の
広
範
な
理
解
と
支
援

・
協

力
を
獲
得
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
う
し
た
ス
ポ
ー
ツ
界
外
部
と
の

理
解
と
支
援

。
協
力
関
係
を
確
立
し

て

「み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
を
′
」
運

動
を
展
開
す
る
こ
と
は
、
ス
ポ
ー
ツ

ヘ
の
関
心
を
高
め
、
競
技
力
を
向
上

さ
せ
、
普
及
発
展
さ
せ
る
上
で
大
き

な
プ
ラ
ス
と
な
る
。　
一
方
、
こ
れ
ら

の
善
意
の
協
力
と
支
援
に
対
し
て
、

た
と
え
ば
視
覚
媒
体
の
場
合
、　
一
定

の
ス
ペ
ー
ス
に
協
力
会
社
名
を
明
記

す
る
な
ど
、
運
動
の
本
質
を
そ
こ
な

わ
な
い
範
囲
で
十
分
な
配
慮
を
加
え

る
こ
と
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

た
だ
、
こ
れ
ら
の
相
互
的
な
友
好
、

協
力
関
係
を
適
切
か
つ
永
続
的
に
維

持
し
て
い
く
に
は
、
ま
ず

一
定
の
原

則
と
基
準
を
定
め
、
こ
れ
を
尊
重
し

た
Ｐ
Ｒ
活
動
展
開
の
レ
ー
ル
を
敷
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
怠
る

な
ら
ば
、
せ
っ
か
く
の
差
呈
思
で
あ
っ

て
も
思
わ
ざ
る
誤
解
を
招
く
結
果
と

な
っ
た
り
、
あ
る
い
は

一
方
的
に
商

業
主
義
に
じ
ゅ
う
り
ん
さ
れ
た
と
し

て
世
論
の
糾
弾
を
つ
け
か
ね
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
委
員
会
と
し
て
は
、

「み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
を
′
」
運
動

が
正
し
く
展
開
す
る
こ
と
を
側
面
的

に
支
援
す
る
と
い
ユ
立
場
か
ら
、
本

手
引
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
た
の
で

あ
る
。

一
、
行
使
す
る
場
合
の
原
則

Ｏ
ｍ
日
本
体
育
協
会
お
よ
び
そ
の

加
盟
団
体
の
ア
マ
チ
ュ
ア
規
定
、
国

際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
規
則
、
規
定
二
六
条

お
よ
び
そ
の
細
則
（参
加
資
格
規
定
）

同
規
則
第

一
条
、
第
二
四
条
、
第
二

三
条
な
ら
び
に
各
当
該
国
際
競
技
連

盟

（Ｉ
Ｆ
）
の
ア
マ
チ
ュ
ア
規
定
等

の
諸
規
定
を
遵
守
す
る
こ
と
。

０
ア
マ
チ
ュ
ア
委
員
会
統

一
見
解

（昭
和
五
〇
年
六
月
二
〇
日
）
に
示

さ
れ
た
各
事
項
の
範
囲
内
で
あ
る
こ

，
Ｃ
。国

ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
、

振
興
に
賛
同
し
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
精

神
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
動

「み
ん
な

で
ス
ポ
ー
ツ
を
／
」
運
動
の
啓
豪
に

役
立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
。

口
閉
日
本
体
育
協
会
ア
マ
チ
ュ
ア

委
員
会
お
よ
び
当
該
競
技
の
日
本
体

育
協
会
加
盟
競
技
団
体
の
認
可
を
受

け
る
こ
と
。

二
、
使
用
す
る
場
合
の
手
続
き

０
使
用
希
望
の
申
請
を
審
査
し
、

可
決
を
決
定
ず
る
こ
と
は
、
ｍ
日
本

体
育
協
会
ア
マ
チ
ュ
ア
委
員
会
お
よ

び
そ
の
加
盟
競
技
団
体
の
独
占
的
権

（財
）
日
本
体
育
協
会
ア
マ
チ
ュ
ア
委
員
会

'4



限
で
あ
る
。
審
査
の
基
準
は

「ア
マ

チ
ュ
ア
委
員
会
統

一
見
解
」
第
五
、

七
、
八
項
に
よ
る
。

０
申
請
書
類
に
具
備
す
べ
き
条
件

０
使
用
希
望
映
像
内
容

（競
技
名

及
び
競
技
会
名
、
映
像
の
種
類
、
ス

チ
ー
ル
・
ム
ー
ビ
ー
の
別
）

０
使
用
目
的
及
び
内
容

（
レ
イ
ア

ウ
ト
及
び
使
用
映
像
の
コ
ピ
ー
、
シ

ナ
リ
オ
等
で
き
る
だ
け
詳
細
な
資
料

及
び
作
成
数
量
等
）

０
使
用
期
間

国
手
続
き
経
路

○
支
援
者
か
ら
の
申
請
は
日
本
体

育
協
会
総
務
部
を
窓
口
と
し
て
、
日

本
体
育
協
会
ア
マ
チ
ュ
ア
委
員
会
な

ら
び
に
当
該
競
技
の
日
本
体
育
協
会

加
盟
競
技
団
体
に
提
出
し
審
議
決
定

す
る
か
、
ま
た
は
加
盟
競
技
団
体
に

提
出
さ
れ
た
も
の
は
同
競
技
団
体
か

ら
日
本
体
育
協
会
総
務
部
を
経
て
日

本
体
育
協
会
ア
マ
チ
ュ
ア
委
員
会
に

提
出
し
審
議
決
定
す
る
。

Ｏ
前
項
の
場
合
以
外
に
ア
マ
チ
ュ

ア
競
技
者
の
映
像
を
一
般
出
版
物
の

記
事
等
に
使
用
す
る
と
き
、
ま
た
は

ア
マ
チ
ュ
ア
競
技
者
が
研
究
会
、
座

談
会
、
講
演
会
等
に
参
加
す
る
と
き

に
、
そ
れ
が
日
本
体
育
協
会
な
ら
び

に
当
該
加
盟
競
技
団
体
の
ア
マ
チ
ュ

ア
規
定
に
反
し
な
い
と
見
倣
さ
れ
る

場
合
で
も
、
そ
れ
が
宣
伝
に
利
用
さ

れ
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
そ
の
競
技

者
あ
る
い
は
役
員
の
属
す
る
団
体

（日
本
体
育
協
会

・
同
加
盟
の
競
技

団
体
あ
る
い
は
地
方
体
協
）
の
了
解

を
あ
ら
か
じ
め
得
る
必
要
が
あ
る
。

○
日
本
体
育
協
会
は
ア
マ
チ
ュ
ア

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
協
力
団
体
で
あ
る

日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
協
力
会
、

日
本
ス
ポ
ー
ツ
視
聴
覚
協
会
と
協
力

し
て

「み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
を
／
」

運
動
を
進
め
て
お
り
、
競
技
映
像
の

使
用
に
つ
い
て
も
、
あ
ら
か
じ
め
こ

れ
ら
協
力
団
体
を
経
て
申
請
す
る
こ

と
が
の
ぞ
ま
し
い
。

三
、
行
使
す
る
場
合
の
手
引

い
ア
マ
チ
ュ
ア
競
技
の
映
像
等
の

使
用
Ｑ
１
１
　
映
像
の
限
界
は
，

Ａ
　
Ｏ
競
技
者
が
競
技
中
、
練
習
中

（競
技
会
の
開
閉
会
式
、
表
彰
式
を

含
み
、
以
下
競
技
中
と
い
う
。）
で
あ

る
も
の
を
原
則
と
し
、
こ
と
さ
ら
に

演
出
、
演
技
し
た
も
の
は
許
さ
れ
な

い
。
（競
技
者
が
そ
の
プ
レ
ー
を
真

険
に
行
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
表
現

す
る
映
像
、
ま
た
は
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
と
教
育
的
見
地
か
ら
好
ま
し
い
と

判
断
さ
れ
る
映
像
と
す
る
。
）

○
プ
ロ
フ
ェ
ッ
ンヽ
ョ
ナ
ル
競
技
者

と
同

一
画
面
に
あ
る
映
像
は
許
さ
れ

井
ひ
い
。
Ｑ
１
２
　
ポ
ス
タ
ー
、
カ
レ
ン
グ

ー
等
視
覚
媒
体
の
映
像
と
支
援
者
の

使
用
し
つ
る
範
囲

（
ス
ペ
ー
ス
）
は

Ａ
　
競
技
中
の
映
像
と
支
援
者
の

使
用
す
る
部
分
と
を
明
確
に
分
離
し
、

支
援
者
の
使
用
す
る
部
分
は
最
大
限

二
〇
％
ま
で
と
す
る
。

映
像
の
中
に
は
日
本
体
育
協
会
あ

る
い
は
そ
の
加
盟
競
技
団
体
が
指
二定

す
る
承
認
番
号
ま
た
は
承
認
を
示
す

た
め
の
文
字
を
必
ず
明
記
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず

「み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
を

／
」
の
標
語
を
入
れ
る
こ
と
が
の
ぞ

ま
し
い
。

Ｑ
１
３
　
支
援
者
の
使
用
部
分
に

表
現
し
う
る
範
囲
は
？

Ａ
　
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
の
尊
厳

と
競
技
者
の
誇
り
を
傷
つ
け
る
表
現

は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
。
会
社
名
、

商
品
名
、
ス
マ
ー
ト
な
字
句
等
で
支

援
者
の
名
誉
を
保
持
す
る
よ
つ
努
め

ら
れ
た
い
。
支
援
者
の
た
め
の
図
柄

ま
た
は
文
言
が
競
技
中
の
映
像
と
こ

と
さ
ら
に
関
連
づ
け
ら
れ
る
誤
解
を

与
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
表
現
は
さ
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
）

Ｑ
ｌ

　
映
像
中
の
競
技
者
の
使

用
す
る
用
具
等
に
つ
い
て
い
る
商
標

等
に
つ
い
て
は
？

Ａ
　
あ
ま
り
に
も
明
瞭
な
も
の
は

消
去
す
る
な
ど
の
修
正
処
理
が
必
要

で
あ
る
。

Ｑ
１
５
　
映
像
と
そ
の
写
真
説
明

的
コ
メ
ン
ト
の
”
休
は
，

Ａ
　

″
こ
の
写
真
は
○
○
対
○
○

の
試
合
風
景
で
す
″
な
ど
競
技
内
容

の
事
実
説
明
は
許
さ
れ
る
。

″
こ
の
競
技
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は

○
○
製
で
す
″
″私
も
お
す
す
め
し

ま
す
○
○
バ
ッ
ト
○
○
○
″
な
ど
の

コ
メ
ン
ト
は

一
切
許
さ
れ
な
い
。

Ｑ
１
６
　
競
技
指
導
用
の
教
材
と

し
て
、
記
録
と
し
て
、
ビ
デ
オ
テ
ー

プ

。
フ
ィ
ル
ム
、
ス
ラ
イ
ド
等
に
よ

り
公
開
す
る
こ
と
は
，

Ａ
　
そ
の
映
像
に
出
る
競
技
者
が

属
す
る
加
盟
競
技
団
体
の
了
解
を
得

ら
れ
れ
ば
使
用
で
き
る
。

Ｑ
１
７
　
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
・
フ
ィ

ル
ム
と
す
る
場
合
ど
ん
な
表
現
ま
で

許
さ
れ
る
か
，

Ａ
　
競
技
の
映
像
フ
ィ
ル
ム
と
支

援
者
名
を
表
示
す
る
フ
ィ
ル
ム
の
間

に

「み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
を
／
」
お

よ
び
所
定
の
承
認
番
号

（Ｑ
１
２
の

解
答
で
記
し
た
も
の
。
以
下
同
じ
）

を
示
し
た
の
み
の
フ
ィ
ル
ム
部
分
を

原
則
と
し
て
二
秒
間
入
れ
、
競
技
映

像
部
分
と
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
部
分
と
を

明
確
に
区
別
し
て
使
用
す
る
。

例
Ｑ
１
８
　
画
面
に
付
随
す
る
ナ
レ

ー
シ
ョ
ン
と
の
関
係
は
，

Ａ
　
競
技
者
自
身
ナ
レ
ー
タ
ー
と

な
る
こ
と
は
原
則
と
し
て
で
き
な
い
。

（競
技
者
が
ナ
レ
ー
タ
ー
を
職
業
と

し
て
い
る
よ
う
な
特
殊
ケ
ー
ス
に
つ

い
て
は
そ
の
都
度
審
議
す
る
）

Ｑ
１
９
　
Ｐ
Ｒ
映
画
（広
報
映
画
）

に
使

つ
こ
と
は
で
き
る
か
？

Ａ
　
映
画
内
容
と
広
報
部
分
を
明

確
に
分
け
る
と
と
も
に
、
製
作
の
企

画
お
よ
び
編
集
段
階
で
日
本
体
育
協

会
お
よ
び
当
該
加
盟
競
技
団
体
の
承

認
を
必
要
と
す
る
。

こ
の
場
合
も
そ
の
プ
リ
ン
ト
の
タ

イ
ト
ル
部
分
に
所
定
の
承
認
番
号
を

明
確
に
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｑ
１
１０
　
支
援
者
の
Ｐ
Ｒ
用
出
版

物
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
使
う
こ
と

は
で
き
る
か
，

Ａ
　
映
像
を
表
紙
に
億

ワ
場
合
、

本
文
に
使
う
場
合
共
に
競
技
中
の
映

像
を
使
う
こ
と
、

映
像
と
Ｐ
Ｒ
部
分
は
明
確
に
区
別

し
、
本
文
中
は
頁
を
分
け
て
製
本
す

る
こ
と
。

こ
の
場
合
も
映
像
使
用
部
分
に
は

所
定
の
承
認
番
号
を
明
確
に
示
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

特
に
使
用
す
る
映
像
が
国
際
競
技

の
も
の
あ
る
い
は
個
人
の
氏
名
が
わ

か
る
も
の
に
つ
い
て
は
肖
像
権
、
版

権
あ
る
い
は
そ
の
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
侵
害
等
の
問
題
が
あ
る
の
で
、
日

本
体
育
協
会
お
よ
び
当
該
競
技
団
体

の
承
認
を
つ
け
る
際
特
に
注
意
を
要

す
る
。
Ｑ
Ｉ
＝
　
一
般
の
雑
誌
、
週
刊
誌

みんなで

スポーツ

を′

承認番号

未来に躍

進する

○○会社
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等
報
道
性
の
あ
る
出
版
物
に
記
事
と

し
て
競
技
者
の
私
生
活
の
映
像
は
使

用
で
き
る
か
？

Ａ
　
使
用
す
る
映
像
の
内
容
に
よ

り
、
日
本
体
育
協
会
あ
る
い
は
当
該

加
盟
競
技
団
体
の
い
ず
れ
か
の
了
解

を
受
け
、
か
つ
、
競
技
者
個
人
の
承

諾
を
つ
け
れ
ば
使
用
で
き
る
。

た
だ
し
、
あ
く
ま
で
個
人
の
資
格

で
扱
う
こ
と
。

Ｑ
‐
‐２
　
一則
項
質
問
と
同
様
の
場

合
で
競
技
者
の
現
役
以
前
ま
た
は
以

後
の
映
像
は
使
用
で
き
る
か
，

Ａ
　
Ｑ
Ｉ
Ｈ
の
解
答
と
同
様

０
ア
マ
チ
ュ
ア
競
技
者
の
映
像
そ

の
他
を
商
品
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て

Ｑ
Ｉ
“
　
競
技
者
の
映
像
を
商
品

化
す
る
こ
と
は
で
き
る
か
？

Ａ
　
一
般
商
品
に
は
許
さ
れ
な
い
。

た
だ
し
、
教
育
用
品

（例
え
ば
ノ
ー

ト

・
下
敷
等
）
と
し
て
青
少
年
の
ス

ポ
ー
ツ
指
導
に
好
影
響
を
あ
た
え
る

も
の
に
は
特
に
許
さ
れ
る
。

こ
の
場
合
も
商
品
の
映
像
部
分
に

所
定
の
承
認
番
号
を
明
確
に
示
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｑ
Ｉ
＝
　
商
品
の
プ
ラ
ン
ド
ネ
ー

ム
に
競
技
者
の
氏
名
を
使

つヽ
こ
と
は

Ａ
　
で
き
な
い
。
（例
え
ば
カ
サ

ヤ
。
ブ
ラ
ン
ド

・
ス
キ
ー
）

Ｑ
‐
‐５
　
商
品
の
ペ
ッ
ト
ネ
ー
ム

に
競
技
者
の
氏
名
を
慄
つ
こ
と
は
？

Ａ
　
で
き
な
い
。
（例
え
ば
ヤ
マ

ハ
・
カ
サ
ヤ
型
ス
キ
ー
）

Ｑ
‐
‐６

商
品
の
フ
ベ
ル
パ
ッ
ケ

ー
ジ
に
映
像
や
サ
イ
ン
を
使
う
こ
と

ま
，Ａ
　
い
ず
れ
も
使
え
な
い
。

日
ア
マ
チ
ュ
ア
競
技
者
の
研
修
会

・
座
談
会
等

へ
の
参
加

Ｑ
‐
‐７
　
特
定
の
競
技
会
へ
の
出

場
参
加
は
，

Ａ
　
支
援
者

・
協
力
者
の
要
請
に

よ
り
模
範
競
技
等
を
行
な
う
場
合
は

当
該
加
盟
競
技
団
体
の
了
解
が
あ
れ

ば
出
場
で
き
る
。

Ｑ
‐
‐８
　
支
援
者
が
ス
ポ
ン
サ
ー

と
な
り

「○
○
競
技
会
」
を
主
催
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
，

Ａ
　
公
式
の
競
技
会
は
当
該
競
技

団
体
が
主
催
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
支
援
者
は
共
催

者
と
な
る
。

こ
の
様
に
共
催
の
形
を
と
る
も
の

に
つ
い
て
の
み
、
出
場
で
き
る
。
た

だ
し
、
公
式
競
技
会

へ
の
支
援
者
の

参
画
は
、
後
援

・
協
賛
の
形
が
の
ぞ

ま
し
い
。

非
公
式
の
競
技
会
を
開
催
す
る
場

合
は
当
該
競
技
団
体
と
充
分
な
協
議

を
行
な
い
そ
の
指
導
を
ヽ
つ
け
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

Ｑ
‐
‐９
　
支
援
者
の
費
用
負
担
で

開
催
さ
れ
る
行
事
に
競
技
者
が
参
加

し
、
競
技
の
指
導
、　
コ
ー
チ
に
当
る

こ
と
が
で
き
る
か
，

Ａ
　
そ
の
内
容
に
よ
り
参
加
で
き

る
。
こ
の
場
合
当
該
加
盟
競
技
団
体

の
了
解
を
得
れ
ば
よ
い
。
参
加
の
際

の
旅
費
日
当
等
の
授
受
に
つ
い
て
は

当
該
競
技
団
体
の
規
定
し
た
額
の
範

囲
内
で
あ
る
こ
と
。

Ｑ
‐
２０
　
競
技
者
が
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
大
会
、
運
動
会
あ
る
い
は
専

門
外
の
競
技
に
参
加
す
る
こ
と
は
で

き
る
か
，

Ａ
　
も
ち
ろ
ん
で
き
る
。
た
だ
し
、

こ
れ
ら
の
催
し
に
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
競
技
者
、
芸
能
人
等
が
参
加
し

て
い
る
場
合
、
例
え
ば
こ
れ
ら
の
人

が
父
兄
参
加
の
よ
つ
な
形
で
参
加
し

て
い
る
等
作
意
的
で
な
い
場
合
は
同

一
の
場
で
プ
レ
ー
で
き
る
が
、
概
し

て
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
競
技
者
と

同

一
の
場
で
プ
レ
ー
す
る
こ
と
は
主

催
者
の
宣
伝
に
利
用
さ
れ
た
り
、
ア

マ
チ
ュ
ア
本
来
の
目
的
に
は
ず
れ
た

形
で
報
道
さ
れ
利
用
さ
れ
る
恐
れ
が

あ
る
場
合
は
認
め
ら
れ
な
い
。

し
た
が
っ
て
内
容
を
事
前
に
そ
の

競
技
者
の
属
す
る
加
盟
競
技
団
体
に

提
起
し
了
解
を
と
る
必
要
が
あ
れ

Ｑ
‐
２‐
　
ス
ポ
‐
ッ
競
技
に
直
接

関
係
の
な
い
行
事
等

へ
の
参
加
、
出

場
に
つ
い
て
も
規
制
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
か
，

Ａ
　
内
容
に
応
じ
審
査
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
、
日
本
体
育
協
会
あ
る

い
は
当
該
加
盟
競
技
団
体
に
申
し
出
、

必
要
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ

れ
の
了
解
を
つ
け
る
よ
つ
注
意
す
る

こ
と
。
公
的
な
行
事

へ
の
参
加

・
出
場
は

認
め
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
出

場
依
頼
が
個
人
の
資
格
に
よ
る
も
の

か
、
競
技
者
の
名
声
利
用
を
ね
ら
い

と
し
た
も
の
か
よ
く
判
断
し
て
決
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｑ
‐
２２
　
ス
ポ
ー
ツ
等
に
つ
い
て

の
座
談
会

・
研
修
会

・
講
演
会
等
に

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
競
技
者
と
同

席
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
，

だ
　
日
本
体
育
協
会
ま
た
は
競
技

団
体
が
主
催
す
る
技
術
向
上
を
目
的

と
し
た
事
業
に
つ
い
て
は
可
能
で
あ

る
が
、
そ
の
他
の
場
合
は
現
役
の
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
競
技
者
と
は
同

席
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
引
退
し
た

元
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
競
技
者
の

場
合
は
当
該
加
盟
競
技
団
体
の
承
認

の
み
で
許
さ
れ
る
。

Ｑ
‐
２３
　
サ
イ
ン
会
の
出
席
に
つ

い
て
は
，

Ａ
　
で
き
な
い
。
た
だ
し
日
本
体

育
協
会
ま
た
は
そ
の
加
盟
団
体

（地

方
体
協
を
含
む
）
の
主
催
す
る
も
の

は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。

０
そ
の
他

Ｑ
‐
２４
　
競
技
者
が
新
聞

・
雑
誌

。
本
な
ど
に
執
筆
す
る
こ
と
は
，

Ａ
　
い
ず
れ
の
場
合
で
も
そ
の
競

技
者
の
所
属
す
る
競
技
団
体
の
事
前

の
承
認
を
得
れ
ば
執
筆
で
き
る
。
た

だ
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
等

に
お
い
て
１
０
Ｃ
等
の
特
殊
な
指
示

の
あ
る
場
合
は
こ
れ
に
従

つ
。

Ｑ
‐
２５
　
競
技
者
の
手
形

・
足
形

な
ど
を
使
用
す
る
こ
と
は
？

Ａ
　
興
味
本
位
、
名
声
利
用
の
よ

う
な
方
法
あ
る
い
は
宣
伝
利
用
に
使

う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
た
だ
し
、

ス
ポ
ー
ツ
の
学
術
的
研
究
等
の
目
的

で
使
わ
れ
る
場
合
は
当
該
加
盟
競
技

団
体
の
了
解
を
得
れ
ば
使
え
る
。

Ｑ
‐
２６
　
映
像
を
立
体
化
し
た
も

の
に
つ
い
て
は
，

Ａ
　
胸
像
、
レ
リ
ー
フ
等
に
し
て

他
に
利
用
す
る
こ
と
な
く
保
存
す
る

場
合
は
問
題
な
い
が
、
こ
れ
を
商
品

化
し
て
販
売
し
た
り
、
宣
伝
に
使
用

す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

（注
意
事
項
）

０
以
上
は
こ
れ
ま
で
お
こ
っ
た
事

象
を
も
と
に
一
応
整
理
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
ア
マ
チ
ュ
ア
問
題
は
こ
の

他
に
も
微
妙
な
も
の
が
あ
り
、
慎
重

に
取
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ

っ
て
競
技
者
の
映
像
使
用
等
に
つ
い

て
は
、
必
ず
日
本
体
育
協
会
ア
マ
チ

ュ
ア
委
員
会
ま
た
は
加
盟
競
技
団
体

に
密
接
に
連
絡
の
上
と
り
進
め
ら
れ

た
い
。
０
以
上
の
手
引
き
は
通
常
ア
マ
チ

ュ
ア
競
技
者
と
し
て
承
認
可
否
の
範

囲
を
記
し
た
。

し
か
し
、
競
技
に
よ
っ
て
各
国
際

競
技
連
盟

（Ｉ
Ｓ
Ｆ
）
の
ア
マ
チ
ュ

ア
規
程
が
異
な
り
以
上
の
手
引
き
よ

り
強
く
規
制
す
る
競
技
も
あ
る
。
そ

の
場
合
は
国
際
競
技
連
盟
の
規
制
が
、

こ
の
手
引
き
よ
り
も
優
先
す
る
こ
と

に
な
る
の
で
充
分
注
意
す
る
必
要
が

あ
る
。



〕　　　〕マ

の日れ は語れなし、

NOB-75く エ リー ト〉
モスグ リーンメタリック(ケース付 )

フレーム価 格 ¥5′ 000

NOB-73く オールマ ン〉
刀 レーメタリンク(ケ ~ス付 )
フレーム価格 ¥4′ 500

日本バ ドミント場 会推薦



☆男子シングルス 0チャンピオン

宍戸隆夫 (塩釜)
定安したフツトワークと見事なイ

ンサイドワークで栄冠を獲得した

簿

..|.へ
扮

ヽ
許

Ｊ

「 ゝ

Ｆ
薔
趙
漑

目
」

円
¬

壼

懸

"



豪舅☆
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

石
川
好
子

（
四
条
畷
学
園
）

長
身
か
ら
の
豪
快
な
プ
レ
ー
で
―
ゲ
ー
ム
も
落
と
す
こ
と
な
く
優
勝

し
た
。
そ
し
て
団
体

・
ダ
ブ
ル
ス
と
と
も
に
三
冠
王
を
達
成
し
た
。

議鷹

プ

ｌ
ｂ

F



騎
馬
戦
で

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
で
大
阪

・
四
条
畷
学
園
高
が
団
体
、
個

人
シ
ン
グ
ル
ス
、
個
人
ダ
ブ
ル

ス
と
二
つ
の
タ
イ
ト
ル
を
独
占

し
た
。
四
十
六
年
か
ら
今
年
ま

で
六
年
間
で

″
三
冠
″
を
取
り

損
な
っ
た
の
は

一
昨
年
だ
け
と

い
う
か
ら
、
通
算

五
度
目
の

″
三
冠
王
″。
ち
よ
つ
と
破
れ

そ
う
も
な
い
記
録
。

私
立
の
同
学
回
は
小
学
校
か

ら
短
大
ま
で
あ
り
、
引
き
続
い

て
同
じ
指
導
者
の
下
で
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
が
続
け
ら
れ
る
の
が
、

他
校
に
は
み
ら
れ
な
い
強
み
と

な
っ
て
い
る
。
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
応
援
も
　
も
の
す
ご
く
、
年

間
二
百
万
円
も
の
部
費
が
集
ま

る
。
も
う

一
つ
見
逃
せ
な
い
の

は
片
岡
輝
明
監
督

（
三
七
）
の

ス
パ
ル
タ
教
育
。
「う
ち
の
部

員
は
家
で
チ
ヤ
ホ
ヤ
さ
れ
て
い

る
お
嬢
さ
ん
が
ほ
と
ん
ど
。
こ

騎
馬
戦
で

″荒
馬
″
に

石
川
好
子

″
三
冠
王
″

れ
で
は
勝
て
な
い
。
そ
こ
で
野

性
味
を
植
え
つ
け
る
た
め
合
宿

で
食
事
を
抜
い
て
ひ
も
し
い
思

い
を
さ
せ
た
り
、
騎
馬
戦
を
や

ら
せ
て
い
る
。
こ
れ
が
き
い
て

い
る
よ
う
で
す
」
と
い
う
ｏ

チ
ー
ム
の
中
心
と
な
っ
た

一

六
四
セ
ン
チ
、
五
七
キ
ロ
の
石

川
好
子

（
三
年
）
も
お
と
な
し

い
娘
さ
ん
だ
っ
た
そ
う
だ
が
、

騎
馬
戦
に
も
ま
れ
て
い
つ
し
か

「
荒
馬
」
に
変
身
し
た
よ
う
だ
。

昨
年
ダ
ブ
ル
ス
に
優
勝
し
て
い

る
が
、
今
大
会
で
は
コ
ー
ト

一

杯
に
飛
び
は
ね
、
走
り
、
団
体

優
勝
の
立
役
者
に
な
っ
た
ば
か

り
か
、
ダ
ブ
ル
ス
、
シ
ン
グ
ル

ス
に
も
圧
勝
し
た
。
三
つ
の
メ

グ
ル
を
か
か
え
て

「
や
つ
と
念

願
が
か
な
っ
た
」
と
う
れ
し
泣

き
。
「
荒
馬
」
も
、
は
じ
め
て

普
通
の
娘
さ
ん
に
か
え
つ
た
。

（
８

・
７
朝
日
）

三位 ぐらいにはいれたら…どころか立派なチャンピオンに一宍戸隆夫

毅轟

ダ

ヽヽ

財

日
本

一
土
産
に
帰
県

全
国
高
校
総
体
の
パ
ド
ミ
ン
ト
ン

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
見
事
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
に
な
っ
た
宍
戸
隆
夫
選
手

（塩

釜
）
が
、
七
日
夕
帰
県
、
賞
状
と
優

勝
メ
グ
ル
を
お
土
産
に
河
北
新
報
社

を
訪
れ
た
。

宍
戸
選
手
は

「
み
ん
な
に
優
勝
し

ろ
と
い
わ
れ
責
任
が
重
か
つ
た
け
ど

今
は
ホ
ツ
と
し
た
と
い
う
気
持
ち
で

す
」
と
語
り
に
っ
こ
り
。
同
行
の
菅

原
俊
男
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
顧
間
、
渡

辺
正
喜
コ
ー
チ
に

「
こ
い
つ
、
昨
夜

は
遅
く
ま
で
旅
館
で
チ
ー
ム
メ
ー
ト

と
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
い
た
ら
し
い
＾

優
勝
し
て
や
つ
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た

ん
で
し
ょ
つヽ
」
と
冷
や
か
さ
れ
、
テ

レ
臭
そ
う
に
笑
っ
て
い
た
。

宍
戸
選
手
は

「
三
位
ぐ
ら
い
ま
で

に
入
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」

と
、
控
え
目
だ
が
、
渡
辺
コ
ー
チ
ら

の
期
待
は

「
も
ち
ろ
ん
優
勝
」
。
第

一
シ
ー
ド
だ
つ
た
た
め
、
ラ
イ
パ
ル

選
手
た
ち
に
見
つ
め
ら
れ
、
準
決
勝

あ
た
り
か
ら
は
手
の
う
ち
を
知
ら
れ

て
苦
し
か
っ
た
と
い
う
。
「
ま
だ
優

勝
の
実
感
は
わ
き
ま
せ
ん
。
今
晩
家

に
帰
っ
た
ら
あ
る
い
は
…
…
」
。
意

外
な
ほ
ど
高
ぶ
つ
た
と
こ
ろ
が
な
か

っ
た
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
魅
力
を
聞

い
た
と
こ
ろ

「緩
急
の
妙
味
と
い
う

か
、
独
特
の
リ
ズ
ム
が
好
き
な
ん
で

す
」
と
語
っ
た
。（８

●
８
河
北
新
報
）
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☆
男
子
ダ
ブ
ル
ス
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

上
原
　
明

・
平
野
勝
彦

（高
松
商
）

畿抜
群
の
セ
ン
ス
と
コ
ン
ピ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
優
勝
。
将
来
が
楽
し
み

、一ｒ
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夢

月

審

☆
女
子
ダ
ブ
ル
ス
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

石
川
好
子

・
平
久
美
子

（
四
条
畷
学
園
）
石
川
の
強
打
と
平
の
ス
ピ
ー
ド
が

う
ま
く
か
み
合
つ
て
決
勝
で
は
圧

勝
、
平
の
カ
ン
の
よ
さ
が
光
つ
た

準

ず

☆女子ダブルス・準優勝

青木恵子・藤井良子 (新潟青陵)

こ慮
轟・

'ミドヽ
・

決勝 までは うまい試合運びを見せたが,決勝ではやや足か止 まっ
て しまった しか し最後の一球 までシャ トルに くいついていた
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男子シングルス・準優勝 諸多博之 (奈良―条 )

●●●●・

男子シングルス・ 3位 北橋 進 (比叡山)
◇
会
場
の
中
野
市
民
体
育
館
入
り
口

ホ
ー
ル
で
、
市
内
観
光
写
真
展
と
市

民
祭
写
真
展
が
開
か
れ
、
県
外
選
手

や
役
員
た
ち
に
好
評
だ
。
こ
の
作
品

は
中
野
市
な
ど
が
昨
年
市
民
な
ど
か

ら
募
集
し
た
う
ち
の
入
選
作
品
三
十

一
服
し
た
時
の
楽
し
み

点
。
県
外
の
選
手
た
ち
も

「試
合
の

合
間
に
、
中
野
市
内
の
観
光
地
や
市

民
祭
の
よ
う
す
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
喜
ん
で
い
た
。

（
８

ｏ
４
信
濃
毎
日
）

‐

`  ,   F           
″ ■■■● ●

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
・
準
優
勝
　
河
村
茂
美

（
四
条
畷
学
園
）

”ス
）

ぇ

ハ
ル
ト
ノ
選
手
が
観
戦

中
野
市
の
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
会
場
に

六
日
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
世
界
男
子
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
の
ル
デ
ィ
・
ハ
ル
ト
ノ

選
手

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
が
ひ
ょ
っ

こ
り
姿
を
見
せ
、
高
校
生
の
プ
レ
ー

を
熱
心
に
観
戦
し
た
。
ハ
ル
ト
ノ
選

手
は
七
歳
の
と
き
か
ら
英
才
教
育
を

受
け
、
十
七
歳
で
全
英
男
子
個
人
選

手
権
に
初
優
勝
し
て
以
来
、
全
英
選

手
権
で
連
続
七
日
、
通
算
八
度
優
勝
、

こ
と
し
春
の
ト
マ
ス
杯
に
も
参
加
し

て
優
勝
し
て
い
る
。
コ
〕
れ
ま
で
四

回
来
日
し
て
い
る
が
、
長
野
は
初
め

て
。
日
本
で
も
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
盛

ん
で
あ
る
と
聞
い
て
今
回
は
高
校
生

た
ち
の
試
合
ぶ
り
を
視
察
に
来
た
」

と
語
り
、
晨
〓
場
と
運
営
が
立
派
だ
。

選
手
も
非
常
に
い
い
。
コ
ー
チ
に
恵

ま
れ
た
ら
二
、
三
年
後
に
は
世
界
的

な
選
手
に
育
つ
の
で
は
な
い
か
」
と

男
女
シ
ン
グ
ル
ス
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

を
ほ
め
て
い
た
。
本
人
は
こ
の
大
会

で
模
範
試
合
を
し
た
か
っ
た
ら
し
い

が
、
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
役
員

は

「
彼
は
プ
ロ
」
と
認
定
し

″
世
界

の
技
″
は
見
ら
れ
ず
、
会
場
の
フ
ァ

ン
は
寂
し
そ
う
。（８

・
７
信
濃
毎
日
）

メ
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第
３
回
京
都
オ
ー
プ
ン
家
庭
婦
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

汗を流し

がんばるママさん

マ
マ
は
若
さ
に
自
信

４４
チ
ー
ム
、
３５０
人
が
熱
戦

B研o51年 7月 25日

於 。京都府立体育館

要
項
案
内
で
は
１
部
、
２
部
、
３

部
に
分
け
、
各
部
に
て
３
～
４
試
合

実
施
を
目
途
に
ゾ
ー
ン
リ
ー
グ
を
行

な
い
、
決
勝
を
行
な
う
予
定
で
あ
っ

た
が
、
申
込
み
受
付
を
完
了
し
て
み

る
と
、
昨
年
の
１
・
６
倍
、
“
チ
ー
ム
の

参
加
、
し
か
も
体
育
館
の
コ
ー
ト
面

数
が
昨
年
よ
り
４
面
少
な
い
と
あ
っ

て
、
大
会
本
部
は
急
拠
の
策
と
し
て
、

２
部
お
よ
び
３
部
は
優
勝
を
３
本
設

け
、
各
チ
ー
ム
最
少
３
試
合
を
行
な

う
り
―
グ
編
成
を
行
な
い
実
施
す
る

』

こ
と
に
し
、　
一
応
好
結
果
を
得
た
。

本
大
会
は
家
庭
婦
人
の
立
場
を
く

み
と
り
日
帰
り
参
加
に
し
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
運
営
面
で
は
、
特
に
終
了

時
間
に
気
を
つ
か
っ
た
。

戦
績
の
ほ
う
は
１
部
は
若
手
、
粒

ぞ
ろ
い
の
大
阪
が
２
連
勝
の
東
京
を

お
さ
え
て
優
勝
し
た
。
京
都
の
ホ
ー

プ
舞
鶴
Ｆ

・
Ｂ
は
チ
ー
ム
エ
ー
ス
の

橋
本
さ
ん
が
急
用
で
大
会
会
場
へ
来

な
が
ら
帰
宅
と
い
う
不
幸
も
あ
っ
て

宿
願
が
果
た
せ
な
か
っ
た
。
大
阪
、

東
京
の
他
は
実
力
伯
仲
で
、
好

ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ
た
。

２
部
は
西
華

（奈
）、
東
京

２
Ｖ
、
倉
梯

（京
）
が
順
当
な

勝
ち
を
収
め
た
。
２
部
の
組
み

分
け
は
昨
年
ま
で
の
実
績
、
申

込
書
の
競
技
歴
に
よ
り
判
断
し

行
な
っ
た
が
、
実
力
は
パ
ラ
ン

ス
が
と
れ
て
お
り
、
各
リ
ー
グ

と
も
１
部
同
様
好
ゲ
ー
ム
が
展

開
さ
れ
た
。

３
部
は
、
主
婦
に
な
ら
れ
て

か
ら
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
は
じ
め

た
方
を
主
体
に
し
た
チ
ー
ム
と
い
う

こ
と
で
経
験
の
浅
い
方
た
ち
の
リ
ー

グ
で
あ
る
が
、
試
合
内
容
は
練
習
の

成
果
も
あ
っ
て
か
、
か
な
リ
ラ
リ
ー

が
続
い
た
試
合
も
あ
り
、
１
部
、
２

部
同
様
、
球
に
食
い
つ
い
て
い
く
フ

ア
イ
ト
は
見
事
な
も
の
で
あ
っ
た
。

大
会
参
加
賞
と
し
て
黄
の
台
地

（円
形
）
の
上
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の

人
形
表
示
と
　
ω
「α

バ
く
０
■
０

０
■
回
Ｚ
　
〓
＞
〓
＞
０
＞
Ｚ

口
＞
Ｕ
〓
，

一Ｚ
↓
０
２
　
一
Ｏ
Ｎ
Ｏ
を
与
ひと
め
た
ワ

ッ
ベ
ン
を
配
布
し
た
。
（大
き
さ
７
．
５

ｃｍ
径
）
本
大
会
の
た
め
遠
来
の
方
は
か
な

り
早
朝
の
出
発
で
参
加
し
て
く
だ
さ

り
、
大
会
本
部
は
こ
の
熱
意
に
敬
意

を
表
し
ま
す
。

今
後
大
会
参
加
の
み
で
な
く
、
交

流
の
場
（た
と
え
ば
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
）

や
、
市
内
見
物
の
機
会
等
を
も
て
る

よ
う
な
こ
と
も
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
で
き
れ
ば

大
会
参
加
も
お
子
た
ち
連
れ
で
上
京

し
て
い
た
だ
き
、
１
日
は
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
、
他
は
京
都
の
名
所
旧
跡
め
ぐ

り
の
プ
ラ
ン
を
組
ん
で
い
た
だ
く
よ

う
に
な
れ
ば
、
別
の
意
味
で
も
意
義

が
高
ま
る
よ
う
に
感
し
た
。

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
背
面
に
チ
ー
ム

名
と
選
手
名
の
表
示
を
採
用
し
た
と

こ
ろ
Ш
％
が
実
施
し
て
く
れ
、
運
営

面
お
よ
び
観
客
よ
り
好
評
で
あ
っ
た
。

（大
会
委
員
長

・
野
村
嘉
明
）

,mまえ
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わ
が
国
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
発
祥
と
協
会
発
足
の
回
想

一Ｌ
面
里
要
薔
麒
・
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
副
会
長

本
稿
は
、
現
在
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
協

会
副
会
長

・
神
奈
川
県
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
協

会
名
誉
会
長
で
あ
る
広
田
兼
敏
氏
が
、
氏

の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と
の
永
年
に
わ
た
る
ご

経
験
か
ら
、
日
本
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
発

祥
の
も
よ
う
と
、
協
会
の
発
足
に
つ
い
て

綴

っ
た
き
わ
め
て
貴
重
な
記
録
で
あ

る
。

▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
の
創
立

戦
後
の
発
展
は
、
現
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
協
会
に

も
資
料
が
あ
る
如
く
、
横
浜
、
東
京
を
中
心
と
す
る

関
東
側
と
、
大
阪
、
神
戸
を
中
心
と
す
る
愛
好
者
が

最
初
は
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
コ
ー
ト
を
中
心
に
練
習
を
開
始
、

昭
和
二
十

一
年

（
一
九
四
六
）
十

一
月
の
第

一
回
国

民
体
育
大
会
を
機
会
に
、
筆
者
が
関
東
側
を
代
表
し

て
西
下
し
、
大
阪
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
お
い
て
、
戦
前
よ
り

の
同
志
全
員
と
会
合
、
関
東
側
の
案
に
全
面
的
に
賛

成
を
得
、
こ
こ
に
待
望
の
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
協
会

が
創
立
、
席
上
、
全
員
の
希
望
に
よ
り
筆
者
が
初
代

の
理
事
長
に
推
さ
れ
た
。

当
時
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

な
ら
び
に
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の
復
活
に
、
ま
た
、
新
し

く
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
普
及
事
業
に
多
忙
で
あ
っ
た

こ
と
と
、
横
浜
在
住
で
何
か
と
不
便
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
暫
時
東
京
ク
ラ
ブ
員
に
依
頼
、
当
時
は
全
く
の

過
渡
的
段
階
で
あ
り
、
協
会
規
約
等
も
至
極
簡
単
で

一
、
二
年
を
過
ご
し
た
が
、
日
本
体
育
協
会
、
な
ら

び
に
文
部
省
体
育
課
等
よ
り
の
依
頼
等
も
あ
り
、
山

田
会
長

（当
時
東
京
都
副
知
事
）
の
下
に
第

一
回
の

全
国
総
会
を
東
京
に
お
い
て
開
催
、
文
部
省
の
忠
告

等
も
考
慮
し
、
全
国
代

議
員
の
切
な
る
希
望
を
入
れ

て
、
協
会
を
全
く
新
し
く
改
革
、
こ
こ
に
は
じ
め
て

名
実
共
に
待
望
の
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
が
発
足

し
た
。
全
国
各
都
道
府
県
に
呼
び
か
け
て
、
支
部
協
会
の

設
立

へ
尽
力
し
、
ま
た
加
盟
を
得
、
全
支
部
と
密
接

な
連
絡
を
計
り
つ
つ
、
二
十
二
年
十
二
月
二
十
二
日

付
を
も

っ
て
、
正
式
に
日
本
体
育
協
会

へ
の
正
式
加

盟

（記
念
す
べ
き
こ
と
）
、
翌
二
十
四
年
、
東
京
で

開
催
さ
れ
た
国
民
体
育
大
会
に
正
式
種
目
と
な
り
、

続

い
て
、
関
東
学
生
連
盟
、
関
西
学
生
連
盟
、
日
本

学
生
連
盟
、
日
本
実
業
団
、
高
等
学
校
連
盟
等
の
創

立
に
尽
力
、　
一
方
、
二
十
二
年
開
始
さ
れ
た
全
日
本

選
手
権
大
会
も
、
第
二
回
横
浜
大
会
よ
り
、
知
事
杯
、

市
長
杯
、
ダ
ー
ギ
ン

（Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
名
誉
主
事
）
杯
、

ド
レ
ー
バ
ー

（米
海
軍
大
佐
）
杯
、
そ
の
他
の
優
勝

カ
ッ
プ
も
寄
贈
さ
れ
、
種
目
も
、
ジ
ュ
ニ
ア
、
シ
ニ

ア
、
べ
一τ
フ
ン

（四
十
歳
以
上
）、
ミ
ッ
ク
ス
、
女

子
部
等
、
全
種
目
を
加
え
、
二
十
七
年
二
月
、
小
生
、

数
年
前
よ
り
苦
心
交
渉
中
の
待
望
の
国
際
連
盟

（Ｉ

Ｂ
Ｆ
）
に
正
式
加
盟
（
正
に
記
念
す
べ
き
年
で
あ
る
）

の
吉
報
を
受
け
今
日
の
発
展
を
み
る
に
至

っ
た
の
で

あ
る
。

▼
わ
が
国
最
初
の
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

わ
が
国
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
女
子
運
動
部
員
が
最

初
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
練
習
を
始
め
た
の
は
昭
和
十

六
年
か
ら
で
あ
る
。
当
時
、
青
空
ク
ラ
ブ
と
称
し
て
、

横
浜
日
本
大
通
り
の
三
井
物
産
の
女
子
社
員
を
主
体

と
す
る
婦
人
有
志
の
ク
ラ
ブ
で
、
当
時
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

の
体
育
主
事

（筆
者
）
を
中
心
と
し
て
婦
人
デ
ン
マ

ー
ク
体
操
の
練
習
を
主
と
し
て
、
そ
の
他
に
バ
レ
ー

ポ
ー
ル
、　
ハ
イ
キ
ン
グ
、
ス
キ
ー
等
、
レ
ク
リ
エ
ー
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シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
等
も
生
活
に
入
れ
て
、
毎
週
二
回
、

新
し
い
職
業
婦
人
と
し
て
の
お
互
い
の
健
康
向
上
を

計
っ
て
い
た
が
、
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
員
の

盛
ん
な
動
き
に
刺
激
さ
れ
、
こ
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の

練
習
を
始
め
た
の
で
あ
る
。

最
初
は
軽
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

一
部
と
し
て

取
り
入
れ
た
が
、
い
ざ
実
際
に
タ
ッ
チ
し
て
み
る
と
、

あ
ら
ゆ
る
戦
法
と
身
体
の
動
き
を
必
要
と
す
る
こ
の

ゲ
ー
ム
特
有
の
素
晴
ら
し
さ
を
認
識
し
て
、
間
も
な

く
チ
ー
ム
を
組
織
し
て
正
式
の
練
習
を
始
め
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
頃
は
既
に
外
人
ク
ラ
ブ

（Ｙ
Ｃ
＆
Ａ
Ｃ
）
に
お
い
て
は
、
当
時
の
会
長
、　
ヘ

セ
ル
タ
ニ
夫
人
や
、
ミ
ス
・
エ
マ
ー
ル
を
始
め
中
華

婦
人
等
、
数
名
の
婦
人
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
お
ら
れ
、
ミ

ッ
ク
ス
戦
等
を
楽
し
く
交
し
て
い
た
の
を
見
受
け
た

が
、
日
本
人
と
し
て
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
を
組
織
し
て
、

筆
者
を
コ
ー
チ
と
し
て
毎
週
正
式
に
練
習
を
始
め
た

の
は
、
こ
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
青
空
ク
ラ
ブ
が
最
初
で
あ
っ

た
こ
と
を
記
録
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
青
空
ク
ラ
ブ

の
う
ち
、
五
、
六
名
は
終
戦
後
も
練
習
を
続
け
、
対

東
京
部
と
の
親
善
定
期
戦
な
ら
び
に
協
会
全
日
本
の

選
手
権
大
会
に
も
出
場
、
ほ
と
ん
ど
全
員
が
上
位
成

績
を
記
録
し
て
い
る
。
三
浦
富
美
子
、
佐
竹
労
枝
、

池
端
綾
子
、
小
川
清
子
、
鷲
本
み
ち
わ
、
加
倉
井
文

枝
、
加
藤
喜
子
、
川
端
千
枝
子
、
中
村
た
き
、
赤
山

輝
子
、
飯
尾
宏
子
、
他
数
名
の
ク
ラ
ブ
員
が
活
躍
し

た

（わ
が
国
婦
人
ク
ラ
プ
の
最
初
の
方
々
）。

終
戦
後
の
わ
が
国
最
初
の
女
子
チ
ー
ム
を
再
建
、

憲
法
発
布
記
念
大
会
、
神
奈
川
対
横
浜
の
対
抗
戦
、

県
協
会
再
結
成
大
会
、
全
関
東
大
会
、
市
民
大
会
、

そ
の
他
の
試
合
に
参
加
、
単

・
複
、
ミ
ッ
ク
ス
等
、

上
位
、　
一
、
二
、
三
を
占
め
て
大
活
躍
し
た
が
、
こ

れ
ら
は
わ
が
国
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
先
駆
者
と
し

て
の
使
命
を
果
た
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
と
し
て
感

謝
し
、
ま
た
貴
い
記
録
と
し
て
銘
記
し
て
お
き
た
い
。

さ
て
、
前
記
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
対
横
浜
Ｙ
Ｃ
＆
Ａ
Ｃ

（外

人
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
）
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
正
式
の

対
外
人
試
合
と
し
て
は
最
初
で
あ
り
、
両
軍
は
そ
の

秘
術
を
尽
し
て
力
戦
、
か
つ
て
見
な
い
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
の
戦
法
が
展
開
さ
れ
、
以
後
、
こ
の
最
強
の
両
チ

ー
ム
に
よ
り
取
り
交
わ
さ
れ
た
試
合
は
、
こ
れ
は
両

軍
の
親
善
の
み
で
な
く
、
わ
が
国
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
技

術
の
向
上
発
展
に
多
大
の
貢
献
を
し
た
の
で
、
第

一

回
の
試
合
ス
コ
ア
を
記
し
て
後
々
に
伝
え
た
い
と
思

、つ
。《昭
和
十
四
年
十
二
月
十
五
日

（金
）
夕
六
時
半
よ

り
　
　
於
根
岸
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｃ
コ
ー
ト

（外
人
》

令
ン
ン
グ
ル
ス
〉

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
　
　
　
　
Ｙ
Ｃ
＆
Ａ
Ｃ

佐
藤
⑮
ｌ
ｌ
対
―
ｌ
③
ヘ
セ
ル
タ
ニ

広
田
⑮
ｌ
ｌ
対
―
ｌ
③
ワ
ッ
ト
ソ
ン

高
橋
⑮
ｌ
ｌ
対
―
ｌ
⑤
グ
ロ
フ
ィ
ス

広
田
⑮
ｌ
ｌ
対
―
１
０
ス
タ
ー
ク

〈ダ
ブ
ル
ス
〉

難酬）０１１対―１０
（〔曖″僣（

商赫）⑮ｌｌ対―ｌ③
（スヘ衆‐ノレクニ

▼
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
の
充
実

春
秋
の
リ
ー
グ
戦
、
選
手
権
大
会
等
の
必
要
か
ら

昭
和
十
二
、
十
四
年
は
申
合
わ
せ
に
よ
る
仮
設
の
協

会
の
下
に
各
種
の
行
事
を
遂
行
し
て
き
た
が
、
昭
和

十
五
年
に
入
り
正
式
協
会
の
設
立
を
計
り
、
そ
の
委

員
会
を
昭
和
十
五
年
五
月
十
五
日

（水
）
午
後
六
時

よ
り
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
お
い
て
開
き
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
よ

り
提
唱
し
た
筆
者
、
佐
藤
、
山
本
、
福
本
の
四
氏
、

コ
ロ
ム
ビ
ア
、
ナ
ル
ト
、
古
河
電
線
よ
り
各
二
名
が

出
席
、
県
協
会
と
し
て
の
充
実
に
つ
い
て
協
議
、
続

い
て
協
会
第

一
回
の
理
事
会
を
昭
和
十
五
年
五
月
二

十
二
日

（水
）
午
後
六
時
よ
り
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
お
い

て
開
く
。
出
席
者
は
、
理
事
長
広
田
兼
敏

（Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
）、
理
事
福
本
渉

（Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）、
理
事
中
沢
七
郎

（ナ
ル
ト
）、
理
事
伊
藤
隆
文

（
コ
ロ
ン
ビ
ア
）。
こ

の
伊
藤
氏
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
本
社
の
部
長
（
現
在
引
退
）、

理
事
福
本
鹿
二
郎

（古
河
電
線
）、
他
に
委
員
と
し

て
、
山
本
孝
二
、
佐
藤
保
、
兵
藤
昌
彦
の
三
氏

（
い

ず
れ
も
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ク
ラ
ブ
員
）、
前
記
の
事
項
を
協

議
決
定
す
る
。

当
時
は
他
県
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
も

な
く
、
従
っ
て
協
会
等
も
な
く
、
こ
れ
ら
は
わ
が
国

に
お
け
る
最
初
の
、
ま
た
、
戦
前
た
だ

一
つ
の
県
協

会
で
で
も
あ

っ
た
。

次
に
最
初
の
春
秋
リ
ー
グ
戦
を
書
き
加
え
て
お
く

が
、
前
記
第

一
回
の
リ
ー
グ
戦
は
前
記
四
チ
ー
ム
に

よ
り
六
月
十
七
、
二
十
、
二
十
二
、
二
十
四
、
二
十

七
日
の
五
日
間
に
わ
た
り
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
体
育
場
に
お

い
て
盛
大
に
催
さ
れ
、
次
の
成
績
を
も
っ
て
終
了
す

２つ
。一
位
＝
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

（三
戦
全
勝
）、
二
位
＝
ナ
ル

ト

（
二
勝

一
敗
）、
〓
一位
＝
古
河
電
線
（
一
勝
二
敗
）
、

四
位
＝
コ
ロ
ン
ビ
ア

（零
勝
三
敗
）

こ
れ
ら
も
戦
前
に
お
け
る
わ
が
国
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

発
達
史
の

一
ペ
ー
ジ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。



第
２６
回
全
日
本
実
業
団
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
を
顧
み
て

背
面
チ
ー
ム
名
の
表
示
に
つ
い
て

去
る
６
月
２５
日
～
３０
日
の
間
藤
沢
市
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
全
日
本
実
業
団
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

で
、　
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
背
面
に
チ
ー
ム
名
あ

表
示
を

採
用
し
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
ス
タ
イ
ル
の
新
時
代

を
迎
え
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

バ
レ
ー
、
卓
球
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
等
他
種
目

競
技
か
ら
す
れ
ば
今
さ
ら
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
競
技
ス
タ
イ
ル
は
、
大
会
運
営

規
程
第
３９
条
に

「着
衣
は
ブ
レ
ザ
ー
コ
ー
ト
を
除
き

全
て
白

一
色
を
原
則
と
す
る
」
と
あ
り
ま
す
。

こ
れ

は
、
自
の
も
つ
純
粋
、
潔
白
、
清
潔
の
イ
メ
ー
ジ
か

ら
、
全
体
と
し
て
何
よ
り
も
品
位
を
保
ち
う
る
ス
タ

イ
ル
の
色
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
れ

は
そ
れ
だ
け
に
格
式
が
あ
る
と
も
い
え
ま
す
が
、
各

種
大
会
に
目
を
向
け
て
み
ま
す
と
、
多
数
の
コ
ー
ト

に
自

一
色
の
多
数
の
選
手
が
ネ

ッ
ト
に
対
し
て
入
り

み
だ
れ
て
競
技
を
し
て
い
る
実
態
を
み
る
と
、
観
客

側
に
立

っ
て
み
れ
ば
全
く
誰
が
競
技
を
し
て
い
る
の

か
不
明
で
あ
る
と
い
う
観
客
無
視
の
状
態
が
実
情
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

試
合
を
観
る
時
、
た
と
え
コ
ー
ト
上
で
す
ば
ら
し

い
プ
レ
ー
が
展
開
さ
れ
た
と
し
て
も
、
不
明
選
手
の

プ
レ
ー
を
追
う
こ
と
は
観
客
に
と
っ
て
こ
れ
ほ
ど
興

味
を
半
減
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
状
で
は
コ
ー
ト
上
の
選
手
を
知
る
に
は
、
コ
ー

ル
に
注
意
す
る
か
、
顔
見
知
り
で
あ
る
か
、
誰
か
に

尋
ね
る
か
し
な
い
こ
と
に
は
不
明
で
終
わ

っ
て
し
ま

い
ま
す
。

白

一
色
で
コ
ー
ト
に
入

っ
て
い
る
選
手
を
追
う

こ

と
は
、
観
る
側
に
立

っ
て
み
れ
ば
大
変
な
こ
と
で
し

た
。実
業
団
大
会
に
あ
っ
て
は
応
援
に
来
た
同
僚
、
会

社
の
応
援
団
が
、
わ
が
チ
ー
ム
が
ど
こ
で
試
合
を
や

っ
て
い
る
か
全
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
声
が
近
年
高

ま
っ
て
お
り
、
実
業
団
の
性
格
上
か
ら
も
思
わ
し
く

な
い
状
態
で
し
た
。

そ
こ
で
日
本
実
業
団
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟

（全
日

実
連
）
で
は
、
今
大
会
よ
リ
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
背
面

に
チ
ー
ム
名
表
示
を
採
用
し
、
観
客
の
立
場
に
な
っ

て
試
合
を
見
や
す
く
す
る
と
同
時
に
、
選
手
の
チ
ー

ム
意
識
を
高
め
る
こ
と
、
競
技
の
進
行
を
ス
ム
ー
ズ

に
す
る
こ
と

（競
技
役
員
が
選
手
の
掌
握
が
円
滑
に

な
る
）
等
の
ね
ら
い
通
り
の
成
果
を
得
、
好
評
を
う

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
背
面
チ
ー
ム
名
で
、
会
社
の
同
僚
も
応
援
団

も
わ
が
チ
ー
ム
の
活
躍
ぶ
り
が

一
目
瞭
然
と
な
り
、

試
合
の
興
味
も
倍
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今

回
は
、
採
用
し
て
は
じ
め
て
の
大
会
で
も
あ
り
、
義

務
づ
け
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
７０
～
８０
％
の
チ
ー

ム
が
こ
れ
を
採
用
し
参
加
し
ま
し
た
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
、　
一
方
で
か
な
り
の
普
及
を
し

て
お
り
な
が
ら
、
観
る
側
の
立
場
に
な
い
競
技
ス
タ

イ
ル
で
あ
っ
た
た
め
、　
一
般
と
の
密
着
が
な
か
っ
た

①

野

村

嘉

明

よ

藁

霰

鶉

計
ン

①～③

枠内に文字をおさめた例



の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
現
状
で
は
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
は
や
る
ス
ポ
ー
ツ
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
傾
向

が
あ
り
、
観
て
楽
し
む
領
域
も
開
拓
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
各
種
大
会
も
テ
レ
ビ
放
映
等
が
多
く
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
背
面
チ
ー
ム
名
の
採
用
は

こ
う
い
っ
た
意
味
で
、
き
っ
と
新
分
野
を
開
拓
し
て

ぐ
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

実
業
団
以
外
の
選
手
で
、
こ
れ
を
み
て

「背
中
に

文
字
を
入
れ
て
も
い
い
の
で
す
か
…
…
白

一
色
の
原

則
に
ふ
れ
な
い
の
で
す
か
」
と
心
配
し
て
く
れ
る
方

も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
経
緯
、
ね
ら
い
を
説
明
し

て
納
得
し
て
く
れ
ま
し
た
。

競
技
用
着
衣
の
自

一
色
と
い
う
原
則
は
、
チ
ー
ム

名
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
こ
と
を
犯
し
た

④

⑦

の
で
は
な
く
、
白
い
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
上
に
新
し

い

ア
ク
セ
サ
リ
ー
で
試
合
効
果
を
あ
げ
た
わ
け
で
あ
り

ま
す
。
競
技
用
着
衣
に
つ
い
て
は
、
各
種
目
と
も
カ
ラ
ー

の
問
題
、
競
技
運
営
上
の
問
題
は
別
に
し
て
、
競
技

上
品
位
を
保

つ
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
こ
と
は
共
通
し
た

こ
と
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

一
方
日
本
の
競
技
大
会
の
形
態
は
、
世
界
各
国
が

１
１

■
■

■

⑤

■競技者着衣への

チーム名明示について

第26回全 日本実業団バ ドミ

権大会参加選手の着衣 (ユニ

背面に,大会参加申込チーム

④～③ははりつけ型
⑤,③は白布にすり込んだもの
④,⑥,⑦は染込 (やきつけ)んだもの

称チーム名 を入れる

に違反しないこと)

字体の型式  大
`また

字体の大きさ  対
と

字体の着色  黒 .

うす

明示個所範囲寸法

↑15cm
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Ｌ
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一

⑨⑩はシヤツに染めつけ
た例 (や きつけたもの )

⑨ク
ラ
ブ
単
位
の
形
態
を
と
っ
て
い
る
の
と
異
な
り
、

実
業
団
、
社
会
人
、
学
生
、
高
校
、
中
学
の
選
手
権

大
会
の
形
態
が
と
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、
各

国
に
な
い
独
特
の
も
の
を
作
り
出
し
て
行
く
必
要
が

あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

背
面
チ
ー
ム
名
の
表
示
に
つ
い
て
は
、
実
業
団
の

場
合
特
に
ア
マ
チ
ュ
ア
規
定
に
違
反
し
な
い
表
示
の

必
要
が
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
商
標
登
録
社
名
文

字
、
商
品
名
等
の
表
示
は
も
ち
ろ
ん
許
せ
ま
せ
ん
。

表
示
す
る
個
所
に
つ
い
て
は
当
初
ど
こ
に
し
た
ら
最

も
適
当
か
い
ろ
い
ろ
と
検
討
さ
れ
ま
し
た
。
胸
に
つ

け
る
か
、
小
脇
に
つ
け
る
か

（現
在
高
校
大
会
が
採

用
）
等
も
あ
り
ま
し
た
が
、
競
技
用
着
衣
が
自

一
色

と
い
う
原
則
、
競
技
に
支
障
の
な
い
と
い
う
こ
と
よ

り
、
背
面
に
決
定
し
、
タ
テ
ー５
セ
ン
チ
、
ヨ
コ
３０
セ

ン
チ
の
範
囲
内
で
堂
々
と
表
示
す
る
よ
う
に
な
っ
た

わ
け
で
す
。

こ
の
採
用
指
示
は
、
別
掲
の
通
り
要
項
に
添
し
、

日
本
協
会
総
会
に
て
承
認
さ
れ
実
施
の
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

今
回
つ
け
て
き
た
背
面
チ
ー
ム
名
表
示
の
数
例
を

別
掲
、
紹
介
し
、
今
後
の
参
考
に
い
た
し
ま
す
。

チ
ー
ム
名
を
表
示
す
る
以
上
、
１０
～
１５
メ
ー
ト
ル

⑩
位
離
れ
た
所
か
ら
も
判
読
で
き
る
も
の
で
な
い
と
い

け
な
い
と
思

い
ま
す
。
今
回
の
も
の
の
中
に
は
、
文

字
が
小
さ
く
見
に
く
い
も
の
、
規
定
枠

一
杯
で
少
々

体
裁
の
悪

い
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
チ
ー
ム
名
の
表

示
に
つ
い
て
も
会
社
名
、
職
域
名
を
ど
の
よ
う
に
略

称
し
表
示
す
る
か
も
む
ず
か
し
い
問
題
で
す
。
字
数

が
多
く
て
見
に
く
い
も
の
、
略
し
す
ぎ
て
チ
ー
ム
名

の
表
現
が
弱

い
も
の
も
あ
り
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も

今
後
数
年
の
う
ち
に
見
や
す

い
も
の
に
定
着
す
る
も

の
と
思

い
ま
す
。

工
夫
さ
れ
た

一
例
と
し
て
は
写
真
＝
、
写
真
１２
の

よ
う
に
会
社
名
の
下
ま
た
は
上
に
工
場
名

（県
名
）

を
示
し
た
も
の
は
、
事
業
所
の
所
在
を
明
確
に
し
、

ど
こ
の
代
表
か
を
示
し
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思

い
ま
す
。

色
に
つ
い
て
は
赤
、
黒
、
青
の
単

一
色
と
限
定
し

ま
し
た
が
、
こ
れ
以
外
の
色
も
あ
り
ま
し
た
。

使
用
色
は
、
や
は
り
黒
ま
た
は
青
が
多
か
っ
た
よ

う
で
す
が
、
皆
様
や
は
り
地
味
好
み
の
よ
う
で
す
。

色
に
つ
い
て
は
今
後
は
会
社
の
色
も
あ
る
と
思
わ
れ

る
の
で
、
単

一
色
の
み
限
定
し
、
何
色
で
も
よ
い
よ

う
に
し
て
は
と
筆
者
は
思

い
ま
し
た
。

選
手
の

一
部
の
声
を
聞
き
ま
す
と
、
は
じ
め
て
の

こ
と
も
あ

っ
た
の
か
、
「
て
れ
く
さ

い
」
「
チ
ー
ム
が

強
け
れ
ば
な
あ
…
…
」
「衣
替
え
を
必
要
と
す
る
の

で
、
ネ
ー
ム
の
取
り
替
え
方
式
は
手
間
や
」
Ｆ
」れ

を

つ
け
た
ら
悪

い
こ
と
で
き
ま
せ
ん
や
」
「頑
張
ら

ん
と
い
け
ま
せ
ん
ね
」
等
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
前

記
の
う
ち
苦
情
の
言
葉
も
、
こ
の
方
式
が
定
着
す
れ

ば
何
で
も
な

い
問
題
の
よ
う
に
思

い
ま
す
。
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今
回
の
採
用
は
は
じ
め
て
で
あ

っ
た
の
で
、
体
裁

に
つ
い
て
は
多
彩
で
し
た
。
ま
と
め
て
墨
書
き
し
た

チ
ー
ム
名
を
ぬ
い
つ
け
た
も
の
、
字
型
に
て
刷
り
込

ん
だ
布
を
は
り
つ
け
た
も
の
、　
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
焼

き
つ
け
た
立
派
な
も
の
、
は
り
つ
け
布
に
チ
ー
ム
名

を
や
き

つ
け
た
も
の
等
あ
り
ま
し
た
が
、
費
用
は

ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
込
み
で
契
約
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く

費
用
は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
三
～
四
〇
〇
円
程
度

の
よ
う
で
す
。

一
方
こ
れ
を
行
な
う
こ
と
で
、
会
社
か
ら
補
助
が

出
る
よ
う
に
な

っ
た
と
か
、
補
助
の
増
額
が
あ

っ
た

と
か
、　
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
会
社
が
作

っ
て
く
れ
た
と

か
、
選
手
に
し
て
は
結
構
な
話
も
あ
り
ま
し
た
。

将
来
チ
ー
ム
名
の
下
に
番
号
を
入
れ
て
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
氏
名
、
番
号
を
掲
載
す
れ
ば
完
全
に
観
る
側

⑭

の
立
場
に
な

っ
た
も
の
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

最
近
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
競
技
用
着
衣
に
つ
い
て
、
カ

ラ
ー
を
取
り
入
れ
、
目
先
を
か
え
た
商
品
を
出
す
た

め
、
シ
ャ
ツ
の
エ
リ
の
カ
ラ
ー
、
シ
ャ
ツ
、
ズ
ボ
ン

靴
下
の
カ
ラ
ー
線
の
大
さ
、
入
れ
方
に
つ
い
て
、
そ

の
良
否
が
大
会
ご
と
に
憂
う

つ
な
問
題
を
か
も
し
出

し
て
い
る
折
か
ら
、
こ
の
背
文
字
の
実
施
は
全
く
ク

リ
ー
ン
ヒ
ッ
ト
で
し
た
。

こ
の
大
会
を
観
に
来
ら
れ
た
高
校
生
、
先
生
、
大

学
生
、
家
庭
婦
人
の
方
で
、
私
の
ク
ラ
ブ
も
ぜ
ひ
採

用
し
た
い
と
い
っ
て
お
ら
れ
る
方
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に

一
般

へ
の
採
用
が
取
り
入
れ
ら
れ
れ
ば

幸

い
か
と
存
じ
ま
す
。
全
日
実
連
に
お
い
て
は
、
次

回
大
会
か
ら
義
務
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま

す
。

⑭

な
お
、
こ
の
大
会
を
今
後
華
や
か
に
飾
る
も
の
と

し
て

「
ク
ラ
ブ
旗
」
の
掲
揚
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
各

チ
ー
ム
が
大
会
会
場
を
ク
ラ
ブ
旗
で
う
ず
め
大
会
会

場
に
色
を
添
え
れ
ば
、
大
会
ム
ー
ド
は

一
段
と
高
ま

る
と
思
い
ま
す
。
今
大
会
で
も
派
手
な
激
励
字
句
を

取
り
入
れ
た
ノ
ボ
リ
等
の
搬
入
も
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
取
扱
い
は
、
今
後
派
手
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど

問
題
を
生
み
そ
う
で
あ
り
、
大
会
本
部
は
こ
れ
ら
の

取
扱
い
に
つ
い
て
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

次
回
大
会
は
背
面
チ
ー
ム
名
表
示
を
義
務
づ
け
る

と
共
に
、
ク
ラ
ブ
旗
の
掲
揚
を
奨
励
し
、
大
会
を
盛

り
上
げ
た
い
も
の
で
す
。

⑭～⑫ユニフォーム背文字をつけ
た選手のプレーおよびベンチ風景

⑮
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1      第2回長崎県婦人バドミントンオープン大会      I

歓声渦巻 く国際体育館

大会に参加 して 愛宕尚代

長
崎

の
円
き
港

の
青
き
水

ナ
ポ
リ
を
見
た
る

眼
に
も
美
し
　
　
　
　
　
鉄
幹

二
月
二
六
日
、
長
崎
の
空
は
ど
ん

よ
り
と
し
て
今
に
も
泣
き
そ
つ
だ
っ

た
。
国
際
体
育
館
前
の
爽
竹
桃
も
、

大
き
な
蘇
鉄
も
寒
そ
う
だ
っ
た
。
が
、

体
育
館
の
中
に
入
る
と
熱
気
と
若
や

ぎ
が
浴
れ
早
く
も
試
合
に
備
え
て
、

フ
ロ
ア
ー
を
飛
び
交
つ
数
知
れ
ぬ
シ

ャ
ト
ル
の
乱
舞
に
大
会
気
分
は
横
温

し
て
い
た
。

正
九
時
、
本
田
綾
子
理
事
長
の
大

会
宣
言
で
、
第
二
回
長
崎
県
婦
人
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
オ
ー
プ
ン
大
会
は
始
ま

っ
た
。
参
加
人
員
二
五
四
名
”
は
る

ば
る
東
京

。
大
阪

・
富
山

・
福
岡

・

宮
崎

。
熊
本

・
鹿
児
島
の
友
を
迎
え

て
地
元
バ
ド
婦
人
は
勇
躍
し
た
。

三
〇
年
間
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
普

及
、
発
展
に
尽
力
さ
れ
、
五
〇
年
度

の
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
を
受
け
ら
れ
た

婦
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
の
金
子
義

男
会
長
の
挨
拶
に
つ
づ
き
、
県
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
協
会
会
長
の
来
著
鍵
拶́
。

各
ク
ラ
プ
の
紹
介
に
移
る
と
、
拍

手
も

一
段
と
華
や
い
で
ベ
テ
ラ
ン
も

新
人
も
紅
潮
し
て
、
に
こ
や
か
な
お

じ
ぎ
に
親
愛
の
情
が
ぐ
ん
と
湧
く
。

●
多
く
の
人
に
優
勝
の
チ
ャ
ン
ス

を
与
え
る
こ
と
。

●
全
員
に
多
く
の
試
合
数
を
持
た

す
こ
と
。

な
ど
、
幹
部
の
考
慮
で
一
二
七
チ

ー
ム
を
八
コ
ー
ト
に
分
け
て
、
各
コ

ー
ト
別
の
優
勝
争
い
で
あ
る
。
リ
ー

グ
戦
方
式
で
優
勝
を
決
定
す
る
。　
一

回
戦
で
ダ
ウ
ン
の
こ
と
が
多
い
私
に

も
、
こ
の
方
式
は
数
回
の
試
合
に
挑

め
る
幸
運
を
も
た
ら
し
た
。
下
に
厚

く
の
配
慮
を
あ
り
が
た
く
尽

λ

女
性
王
国
を
絵
に
書
い
た
よ
つ
な

試
合
場
。
本
日
ば
か
り
は
坊
や
と
御

主
人
の
黒
点
が
彩
り
で
あ
る
。
ト
レ

パ
ン
組
、
ス
カ
ー
ト
派
に
キ
ュ
ロ
ッ

ト
愛
好
者
。
各
層
、
各
種
に
装
い
な

が
ら
パ
ー
ト
ナ
ー
と
は
ペ
ア
ル
ッ
ク

な
ど
女
性
ら
し
い
気
の
配
り
を
み
せ

て
い
る
。
息
も
つ
か
せ
ぬ
気
迫
で
や

り
と
り
の
コ
ー
ト
。
チ
ャ
ン
ス
玉
も

ま
た
チ
ャ
ン
ス
玉
で
よ
う
や
く
返
る

コ
ー
ト
。
あ
ざ
や
か
で
目
を
み
は
ら

さ
れ
る
技
巧
派
、
腕
に
お
ぼ
え
の
腕

力
型
、
素
直
に
素
直
に
の
お
と
な
し

型
。　
一
分
の
す
き
も
な
い
守
り
も
あ

れ
ば
、
二
人
で
同
じ
方
向
に
走
る
守

り
も
あ
る
。
各
コ
ー
ト
、
各
ク
ラ
ス

で
熱
戦
の
展
開
だ
。

外
は
ど
う
や
ら
雨
に
な
っ
た
ら
し

試
合
中
の
マ
マ
の
コ
ー
ト
に
坐
り

込
ん
で

「お
母
さ
ん
と

一
緒
で
な
い

と
イ
ヤ
」
と
根
か
ざ
り
泣
き
通
し
た

坊
や
。
大
き
く
な
っ
た
ら
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
の
大
物
選
手
に
な
れ
そ
う
。

参
加
者
の

一
人
に
金
髪
の
イ
ギ
リ

ス
婦
人
が
い
た
。
お
孫
さ
ん
も
あ
る

と
い
う
彼
女
は
、
Ｃ
ク
ラ
ス
の
優
勝

を
か
ち
取

っ
て
、
「ベ
リ
ー

・
ハ
ッ

ピ
ー
ね
」
と
相
好
を
く
ず
し
た
。

優
勝
戦
で
の
圧
巻
は
東
京
勢
と
地

元
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
と
の
対
決
で
あ
っ

た
。
声
援
の
渦
が
巻
く
。　
一
球

一
球

に
歓
声
と
拍
手
の
連
続
。
館
内
は
湧

き
か
え
っ
た
。

一
六
個
並
ん
だ
優
勝
杯
の
輝
き
は
、

優
勝
者
に
は
む
ろ
ん
の
こ
と
参
加
者

に
も
こ
よ
な
く
う
れ
し
い
も
の
だ
っ

た
。
優
勝
杯
の
授
与
で
、　
マ
マ
に
つ

い
て
出
た
幼
な
子
に
み
ん
な
は
更
に

大
拍
手
。
こ
の
大
会
な
ら
で
は
の
風

景
で
あ
っ
た
。

一
六
時
、
大
会
終
了
。
雨
の
あ
が

っ
た
長
崎
の
空
は
す
が
す
が
し
く
、

思
い
っ
き
リ
コ
ー
ト
を
走
っ
た
あ
と

の
爽
や
か
さ
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を

知
っ
た

「幸
せ
」
を
、
ま
た
思
わ
せ

る
も
の
だ
っ
た
。
楽
し
い
一
日
だ
っ

た
。
今
夕
は
大
会
に
集
ま
っ
た
バ
ド

仲
間
の
各
碁仝
廷
´ゝ

お
母
さ
ん
の
活

躍
が
話
題
に
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。
み

ん
な
が
今
夜
見
る
夢
は
、
強
烈
な
ス

マ
ッ
シ
ュ
を
打
ち
込
ん
だ
瞬
間
だ
ろ

う
か
。
ド
ロ
ッ
プ
を
見
送
っ
た
悔
の

一
瞬
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
留
守
番

を
さ
せ
た
家
族
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。

コ
ー
ト
が
待
っ
て
い
る
。
明
日
か

ら
ま
た
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
、
基
本
練

習
に
精

一
杯
汗
を
流
そ
う
。
仲
間
と

の
語
ら
い
も
大
い
に
楽
し
も
つ
。

我
ら
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
万
歳
。

▼
各
コ
ー
ト
優
勝
戦
の
成
績

一

コ
ー

ト

島
中

・
和
田

２‐
‐
１０

江
原

。
本
田

（東
　
京
）　
　
　
（長
崎
半
和
ク
）

ニ
コ
ー
ト

林
田

・
木
葉

１２
‐
２‐

生
野

・
梅
崎

（長
崎
二
和
ク
）　
　
　
（熊
　
本
）

三
コ
ー
ト

大
神

・
宮
地

２‐
‐
１０

木
下

・
堤

（福
　
岡
）　
　
　
　
（福
　
岡
）

四
コ
ー
ト

岩
永

・
西
川

２‐
‐
５

山
内

・
藤
本

（諫
早
つ
つ
じ
ク
ｘ
長
崎
ジ
ュ
ネ
ス
ク
）

五
コ
ー
ト

福
田

・
大
渕

２‐
‐
５

荻
野

・
野
中

（福
　
岡
）
　

（佐
世
保
水
鳥
ク
）

六
コ
ー
ト

エ
リ
ザ
ベ
ス

・
ヒ
ン
ソ
ン

２‐
‐
Ｈ

平
井

・
西
本

泉

蛎

野

悪

わ
か
り

七
コ
ー
ト

江
口
・
坂
田

２‐
‐
２

馬
場

。
田
山

（佐
世
保
桜
ク
）

（諌
早
つ
つ
じ
ク
）

八
コ
ー
ト

藤
井

・
北
村

８
１
２‐

増
田

・
甲
斐

（福
　
岡
）
　
　
　
　
（熊
　
本
）

いざプレー開始 ′
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第

―
章

　

シ

ャ
ト

ル
に
関
す

る
事

例

間
４４
　
シ
ヤ
ト
ル
の
落
下
点
が
、
プ

レ
ー
ヤ
ー
の
か

げ
に
な
っ
て
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
プ

レ
ー

ヤ
ー
は

「
ア
ウ
ト
」
と
自
信
を
も
っ
て
い
う
し
、
う

そ
で
な

い
よ
う
な
の
で
、
改
め
て
、
線
審
と
し
て

「
ア
ウ
ト
」
の
コ
ー
ル
と
サ
イ
ン
を
し
ま
し
た
。

こ

の
処
置
は
正
し
い
で
し
ょ
う
か
。

蒸
目　
よ
く
あ
り
そ
う
な
こ
と
で
す
ね
。
で
も
、
プ
レ

ー
ヤ
ー
の
意
見
で
決
め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
こ
の
場

／、日
、
線
審
と
し
て
は
、
王ヽ
審
に
連
絡
し
て

「
レ
ッ
ト
」

と
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
こ
の
場
合
、
な
ん
で

も

「
レ
ッ
ト
」
に
す
る
よ
り
、
主
審
が
明
確
に
判
定

で
き
る
位
置
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
主
審
が
判
定
し
て

も
よ
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
プ

レ
ー
ヤ
ー
や
観
衆

の
意
見
で
決
め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
先
に
も

い
い
ま

し
た
よ
う
に
、
線
審
は
で
き
る
だ
け
体
を
動
か
し
て

で
も
、
見
や
す

い
位
置
に
移
動
し
て
、
し

っ
か
り
落

下
点
を
見
る
よ
う
に
、
平
生
か
ら
練
習
し
て
お
か
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
ね
。
特
に
、
ス
マ
ッ
シ
ュ
は

一

瞬
の
う
ち
に
コ
ー
ト
を
横
切
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か

ら
、
終
始
注
意
し
て
い
な
け
れ
ば
見
あ
や
ま
っ
て
し

ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
線
審
は
、
自
己
の
受
持
ち

ラ
イ
ン
に
関
し
て
は
、
最
終
の
判
定
者
な
の
で
す
か

ら
し
っ
か
り
と
落
下
点
を
み
き
わ
め
、
「
イ
ン
」
か

「
ア
ウ
ト
」
か
を
即
座
に
、
し
か
も
明
瞭
に
示
し
て

く
だ
さ
い
。

問
４５
　
シ
ヤ
ト
ル
が
ラ
リ
ー
の
途
中
で
こ
わ
れ
て
羽

根
の
部
分
が
コ
ー
ト
の
内
に
、
台
の
方
が
コ
ー
ト
の

外
に
と
ん
で
い
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
主
審
と
し
て
、

た
だ
ち
に

「
レ
ッ
ト
」
を
宣
し
て
、
プ

レ
ー
を
や
め

さ
せ
ま
し
た
が
、
こ
の
場
合

「
イ
ン
」
も

「
ア
ウ
ト
」

も
い
え
ま
せ
ん
ね
。

策
自
　
そ
う
で
す
。
こ
の
処
置
で
よ

い
の
で
す
。
こ
の

場
合
は
、
羽
根
の
部
分
と
台
と
が
別
々
に
な

っ
た
の

で
、
そ
の
時
点
か
ら
、
も
う
正
規
の
シ
ャ
ト
ル
と
は

い
え
ま
せ
ん
ね
。
こ
の
他
に
も
、
完
全
に
つ
ぶ
れ
た

と
か
、
正
規
の
飛
び
方
か
ら
考
え
て
著
し
く
変
調
を

き
た
し
た
と
か
の
場
合
は

「
レ
ッ
ト
」
と
し
て
よ
い

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
羽
根
が

一
枚
ぐ
ら
い
折
れ
た

程
度
で
、
あ
ま
リ
フ
ラ
イ
ト
に
変
調
を
き
た
さ
な
い

と
き
は

「
レ
ッ
ト
」
に
す
る
必
要
は
な
い
で
し
ょ
う
。

間
４６
　
プ
レ
‐
中
、
対
手
の
シ
ャ
ト
ル
が
ネ
ッ
ト
の

下
を
通
り
ぬ
け
て
来
た
の
を
、
床
に
つ
く
前
に
ラ
ケ

ッ
ト
で
す
く
つ
た
の
で
、
そ
の
プ

レ
ー
ヤ
ー
の
フ
ォ

ル
ト
を
宣
し
ま
し
た
が
、
正
し
い
で
し
ょ
う
か
ｏ

本
目　
誤
り
で
す
。
（規
則
１４
条

の
５
）
ネ
ッ
ト
の
下

を
く
ぐ

っ
た
時
点
で
フ
ォ
ル
ト
が
成
立
し
ま
す
か
ら
、

も
う
床
に
つ
く
つ
か
な

い
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

間
４７
　
プ

レ
‐
中
、
シ
ャ
ト
ル
が
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

わ
っ
て
外
に
出
た
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
対
手
が
こ

れ
を
打
ち
返
し
、
ポ
ス
ト
の
外
側
か
ら
こ
ち
ら
の
コ

ー
ト
に
入
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ネ
ッ
ト
を
正
規
に

越
え
な
い
の
で
す
か
ら
、
フ
ォ
ル
ト
で
す
ね
。

本
口
　
い
い
え
、
こ
れ
は
フ
ォ
ル
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（規
定
１７
条
の
１
）
サ
ー
ビ
ス
の
時
は
別
で
す
が
、

打
ち
返
し
た
シ
ャ
ト
ル
は
、
左
の
図
の
よ
う
な
状
態

で
は
い
っ
て
も

「
イ
ン
」
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

正
規
に
ポ
ス
ト
が
立
た
な

い
ネ
ッ
ト
を
張
る
と
き
に

は
ス
ト
リ
ッ
プ
を
立
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（規
則
２
条
）

間
４８
　
ラ
リ
ー
の
途
中
で
、
隣
の
コ
ー
ト
で
打
た
れ

た
シ
ャ
ト
ル
が
、
こ
ち
ら
の
コ
ー
ト
内
に
入
っ
て
き

ま
し
た
。
す
ぐ
に

「
レ
ッ
ト
」
を
宣
し
て
、
試
合
を

中
断
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。答

　

「
レ
ッ
ト
」
に
す
る

か
ど
う
か
は
、
慎
重
に
判

断
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
普
通
は

「
レ
ッ
ト
」

に
し
て
問
題
な
い
と
思

い

ま
す
が
、
折
角
、
攻
め
ま

く

っ
て
い
た
側
に
と
っ
て

は
、
ラ
リ
ー
の
途
中
で
と

め
ら
れ
た
ら
不
利
に
な
る

わ
け
で
す
か
ら
、
た
と
え

シ
ャ
ト
ル
が
飛
ん
で
き
て
も
、
コ
ー
ト
の
隅
な
ど
で

直
接
プ
レ
ー
に
支
障
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
、
そ

の
ラ
リ
ー
の
終
わ
る
ま
で
や
ら
せ
る
方
が
よ

い
で
し

ょ
う
。
で
す
か
ら
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
勝
手
に
判
断
し

て
プ

レ
ー
を
中
断
す
れ
ば
、
そ
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
ミ

ス
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
プ

レ
ー
ヤ
ー
と
し
て

■日
本
教
職
員
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
編

審
判
に
一関
す
る
鶴
問
集



主
審
が

「
レ
ッ
ト
」
を
宣
す
る
ま
で
は
、
そ
の
ま
ま

プ
レ
ー
を
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
プ
レ
ー
中

の
唯

一
の
決
定
者
は
、
主
審
な
の
で
す
か
ら
。

第
２
章
　
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
事
例

間
４９
　
サ
ー
パ
ー
が
サ
！
ブ
し
よ
う
と
し
て
、
空
振

り
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
と
き
に
は
、
「
フ
ォ

ル
ト
」
に
な
り
ま
せ
ん
ね
。

答
　
そ
う
で
す
。
シ
ャ
ト
ル
が
ラ
ケ
ッ
ト
に
ふ
れ
て

い
な
け
れ
ば
、
フ
ォ
ル
ト
に
は
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、

も
う

一
度
サ
ー
プ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
を
何
回
も
く
り
返
し
ま
す
と
、
競
技
規
則
１４
条

４
項
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
「
フ
ォ
ル
ト
」
と
さ
れ

て
も
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

間
５０
　
サ
‥
ブ
し
よ
う
と
し
て
、
シ
ャ
ト
ル
を
落
と

し
て
し
ま
い
、
従
っ
て
空
振
り
も
し
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
こ
れ
は

「
フ
ォ
ル
ト
」
で
し
ょ
う
か
。

答
　
以
前
に

「
フ
ォ
ル
ト
」
に
し
た
こ
と
も
あ
っ
た

よ
う
で
す
が
、
そ
れ
が
相
手
を
惑
わ
す
た
め
の
も
の

で
な
い
と
主
審
が
判
断
し
た
場
合
は
、
む
し
ろ

「
レ

ッ
ト
」
と
し
て
や
り
な
お
さ
せ
た
方
が
よ

い
で
し
ょ

う
ね
。

問
５‐
　
試
合
前
の
主
審
の

コ
ー
ル
は
長

い
の
で
、

「プ

レ
イ
」
の
コ
ー
ル
を
し
な
い
う
ち
に
サ
ー
ビ
ス

が
な
さ
れ
て
し
ま
い
、
対
手
も
普
通
に
レ
シ
ー
プ
し

ま
し
た
。
そ
の
ま
ま
で
続
け
て
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

答

　

「
レ
ッ
ト
」
を
宣
し
て
、
も
う

一
度

「プ

レ
イ
」

の
コ
ー
ル
が
か
か
っ
て
か
ら
サ
ー
プ
す
る
よ
う
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
た
と
え
サ
ー
ビ
ス
が
正
し
く
対
手

側
コ
ー
ト
に
入
ら
な
く
と
も
や
り
な
お
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。
（規
定
２５
条
）

間
５２
　
試
合
中
、
主
審
の
コ
ー
ル
を
待
た
な
い
で
、

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
て
し
ま
い
、
打
ち
合

い
が
行
な
わ

れ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
「
レ
ッ
ト
」
に
し
た
方
が

よ
い
で
し
ょ
う
か
。

答
　
審
判
員
な
ど
の
用
意
が
で
き
て
い
な
い
よ
う
な

ら

「
レ
ッ
ト
」
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
何

ら
ゲ
ー
ム
に
支
障
の
な
い
場
合
は
、
あ
え
て

「
レ
ッ

ト
」
に
す
る
よ
り
、
む
し
ろ
そ
の
ま
ま
継
続
さ
せ
た

方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
（
規
定
２５
条
）
た
だ
、
次

の

サ
ー
ビ
ス
が
な
さ
れ
る
前
に
、
プ

レ
ー
ヤ
ー
に

「
カ

ウ
ン
ト
を
聞

い
て
か
ら
サ
ー
プ
す
る
よ
う
に
」
と
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
５３
　
サ
ー
ビ
ス
が
な
さ
れ
た
が
、
こ
の
と
き
、
レ

シ
ー
バ
ー
が

「
ま
だ
用
意
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、

レ
シ
ー
プ
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

主
審
と
し
て
は
、
ど
う
判
定
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う

か
。
答
　
正
し

い
サ
ー
ビ
ス
は
、
レ
シ
ー
バ
ー
の
用
意
が

で
き
て
か
ま
え
た
と
き
、
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
す
。
（規
則
１５
条
）
従

っ
て
、
「
レ
ッ
ト
」
と

な
り
ま
す
が
、
レ
シ
ー
バ
ー
が
、
長

い
間
、
か
ま
え

な
い
場
合
は
、
サ
ー
バ
ー
の
方
が
困

っ
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
長

い
間
、
か
ま
え
な
い
レ
シ
ー
バ

ー
は

「
フ
ォ
ル
ト
」
を
と
ら
れ
ま
す
。
（規
則
２２
条

の
２
、
解
説
１
）
ま
た
、
質
問
の
場
合
、
用
意
が
で

き
た
か
ど
う
か
、
か
ま
え
る
の
が
不
当
に
長

い
か
は
、

プ

レ
ー
ヤ
ー

（
こ
の
場
合
は
レ
シ
ー
バ
ー
）
の
主
観

で
な
く
、
主
審
が
み
て
判
断
す
る
の
で
す
。

間
５４
　
サ
ー
バ
ー
も
レ
シ
ー
バ
ー
も
か
ま
え
て
い
る

の
で
す
が
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
サ
ー
バ
ー
が
サ
ー

ビ
ス
を
出
し
ま
せ
ん
。
す
る
と
、
レ
シ
ー
バ
ー
が
か

ま
え
を
や
め
て
動
い
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、
レ
シ

ー
バ
ー
の

「
フ
ォ
ル
ト
」
に
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
、

ま
ち
が
い
で
し
ょ
う
か
。

答
　
両
足
の

一
部
は
、
サ
ー
ビ
ス
が
う
た
れ
る
ま
で
、

静
止
の
状
態
で
コ
ー
ト
面
に
つ
い
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

（規
則
１６
条
）
と
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
を

適
用
す
れ
ば
た
し
か
に
レ
シ
ー
バ
ー
の
「
フ
ォ
ル
ト
」

で
す
ね
。
し
か
し
、
レ
シ
ー
バ
ー
の
不
利
に
な
る
ほ

ど
長
い
間
、
サ
ー
プ
し
な
い
と
サ
ー
バ
ー
の

「
フ
ォ

ル
ト
」
が
と
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
（規
則
２２

条
の
２
、
解
説
１
、
規
則
１４
条
の
４
）
質
問
の
場
合

は
、
む
し
ろ
後
者
が
適
用
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

や
は
り
主
審
が
ど
う
判
断
す
る
か
で
決
ま
り
ま
す
。

第

３
章
　
ダ
ブ

ル
ス
特
有

の
事

例

間
５５
　
ダ
ブ
ル
ス
の
と
き
、
パ
ー
ト
ナ
ー
が
、
サ
！

パ
ー
の
そ
ば
に
か
ま
え
て
い
て
、
レ
シ
ー
バ
ー
側
か

ら

「
サ
ー
ビ
ス
が
見
に
く
い
」
と
の
申
立
て
が
あ
っ

た
の
で
す
が
、
主
審
と
し
て
、
ど
う
処
置
し
た
ら
よ

い
で
し
ょ
う
か
。

答
　
サ
ー
ビ
ス
の
際
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
位
置
は
、
対

手
か
ら
、
サ
ー
バ
ー
や
レ
シ
ー
バ
ー
を
見
せ
な
く
し

た
り
、
妨
害
し
た
り
し
な
い
な
ら
ば
、
ど
こ
に
位
置

し
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
（規
則
１６
条
）

こ
の
場
合
、
故
意
に
レ
シ
ー
バ
ー
が
見
に
く
い
位
置

に
、
サ
ー
バ
ー
の
パ
ー
ト
ナ
ー
が
立
っ
て
い
た
と
判

断
し
た
と
き
は
、
サ
ー
ビ
ス
側
の

「
フ
ォ
ル
ト
」
と

し
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
が
無
意
識
で
あ
る
と
判
断
し

た
場
合
は
、
「
レ
ッ
ト
」
と
し
ま
す
。
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日
田
ク
ラ
ブ

大
活

躍

昭
和
５０
年
度
大
分
県
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
選
手
権
大
会
は
３
月
２８
日
、
大
分

市
昭
和
電
工
体
育
館
で
開
か
れ
、
各

種
目
で
大
熱
戦
が
く
り
広
げ
ら
れ
た
。

男
子
単
で
は
宮
原
秀
三

（日
田
ク

ラ
ブ
）
が
、
女
子
単
で
は
緒
方
節
子

（日
田
ク
ラ
ブ
）
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝

し
た
。
各
種
目
の
主
な
成
績
は
次
の
通
り
。

▼
青
年
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽
準
々
決
勝

ク（佐「蹴２⌒‐５‐５‐‐０４）０女（柳府

ク（春判賦
２
⌒‐５‐５‐‐４６）０
市（末坤鉱

ク（宮「晰２（‐５‐５‐０‐‐‐８０‐５）・

か「藤一２（‐５６‐５‐‐‐４‐５６）‐

▽準決勝

ユエ
　
山

（中
津

市
）
蒲

池

（日
田

ク
）

▽
決
勝
麻一　献
２
（‐５‐８‐‐‐２‐６）０
′‐ヽ宮　斬

◆成年男子シングルス▽決勝

ク（田「帥
２
（‐５‐５‐‐６５）０
ク（成「剛

◆
成
年
男
子
ダ
ブ
ル
ス
▽
決
勝

ク（成田「ｍ２⌒‐５‐５‐‐９７）０ク（尾弘・脚

◆
壮
年
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
▽
決
勝

増
　
田
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
　
原

（中
津
　
　
２
１
０
　
　
　
（新
日

ク
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉄
）

◆
壮
年
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
▽
決
勝

ク
（
瀬佐
Ⅷ
疇

２

（‐５‐５
‐ ‐
‐０ ２
）
０

ク
（
赤増
呻
脚

◆
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽
準
決
勝

ク（緒「助
２
（Щ‐‐４５）０

ク（森「帥
２
⌒‐２‐‐‐‐‐０６）０

▽
決
勝
一緒　芳̈
２
（‐‐‐‐‐‐８７）０
一森　山

◆
女
子
ダ
ブ
ル
ス
▽
決
勝

ク（森緒「帖
２（‐５‐５‐‐‐０３）０ク（大揚刊卿

所
Ａ

（小
松

・
藤
井
）　
　
　
　
　
　
　
▽

一
位
＝
ク
ラ
レ
Ａ
含
二
田

・
藤
原
）

◆
男
子
Ｂ
級
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
二
位
＝
化
成
丞
島

（丸
山
。若
林
。

▽

一
位
＝
ク
ラ
レ
Ａ
（永
井

・
吉
原
）
　

佐
藤
）
▽
三
位
＝
三
石

（楠
本

・
川

▽
二
位
＝
川
鉄
Ｅ

（戸
部

・
中
村
）
　

端
）
▽
同
三
位
＝
ク
ラ
レ
Ｂ
（牧
野
・

▽
三
位
＝
三
井
造
船
Ｃ

（石
原

・
毛

　

立
元
）

各 地 の た よ り● 北 か ら南 か ら

ク⌒佐春  ク⌒小宮V日    V日
田藤武   田埜原
2        2

膏 膏
U じ
0        0

亡
キ]柏
喜
昇詈
芭
理I[.大分●

優
勝

●岡山●

ク⌒吉 ク⌒揚V窪
永 卵野

三
井
造
船
Ａ

が

第
１９
回
岡
山
県
実
業
団
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会
兼
第
２６
回
全
日
本

実
業
団
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
予
選
会

が
５
月
２３
日
、
真
庭
郡
久
世
町
久
世

中
学
校
体
育
館
で
行
な
わ
れ
た
。

◆
男
子
Ａ
級

▽
一
位
＝
三
井
造
船
Ａ

（上
野

・
芳

上
）
▽
二
位
＝
三
井
造
船
Ｂ
（藤
原
・

田
丸
・松
井
）
▽
三
位
＝
川
鉄
Ａ

（平

田

・
藤
原
）
▽
同
三
位
＝
岡
山
市
役

第
６
回
富
山
県
社
会
人
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会
は
、
５
月
１６
日
、

２３
日
の
両
日
、
日
本
曹
達
株
式
会
社

高
岡
工
場
体
育
館
で
行
な
わ
れ
、
男

子
ダ
ブ
ル
ス
で
河
村

。
今
泉
組

（高

岡
市
役
所
）
が
、
ま
た
シ
ン
グ
ル
ス

で
も
今
泉
が
優
勝
、
そ
れ
ぞ
れ
６
連

今
泉

、
単
複

に
６
連
覇

利

・
山
本
）
▽
同
三
位
＝
住
友
重
機

Ｄ

（物
部

。
大
木
）

◆
男
子
Ｃ
級

▽

一
位
＝
三
井
造
船
Ｄ

（佐
藤

・
藤

田
・神
田
）
▽
二
位
＝
旭
化
成
Ｂ

（古

里

・
阿
川
）
▽
三
位
Ｈ
三
井
造
船
Ｆ

（明
珍

・
西
村

・
山
室

・
三
浦
）
▽

同
三
位
＝
ク
ラ
レ
Ｂ

（小
河
原

・
海

老
原
）

◆
女
子

勝
の
偉
業
を
達
成
し
た
。

主
な
成
績
は
次
の
通
り
。

◆

一
般
男
子
▽
準
決
勝

河
村

。
今
泉

全
員
岡
市
役
所
）
１５
‐

３
、
１５
‐
５
中
鳴

・
二
上

（氷
見
西

中
教
員

・
高
岡
商
高
教
員
）、
関
村
・

牧
野

（高
岡
市
役
所
）
１２
‐
‐５
、
‐５ ●富山●

◆
少
女
シ
ン
グ
ル
ス
▽
決
勝

女
（
酒
Ⅷ
鵬

２

（‐２‐２
‐ ‐
９‐０
）
０

女
（
中
Ⅷ
耐

◆
少
女
ダ
ブ
ル
ス
▽
決
勝

女（吉中Ⅷｍ２（‐５７‐５‐‐‐‐０‐５‐０）１抑Ⅷ嘲 ―
‐２
、
‐５
‐
５
米
原

・
米
沢

（高
岡

市
役
所
）

▽
決
勝

一『
　
謝
一
２

（位
コ
嚇
）
０

一嘲
　
嚇
一

◆

一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
▽
決
勝

朧
）２（‐５‐５‐‐‐‐‐Ψ
市（米儡

◆
混
合
ダ
ブ
ル
ス
▽
決
勝

ク（放寺蔽鰤２（‐５‐５６‐‐―‐‐‐２‐５）‐越（遠『聾

◆

一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス
▽
決
勝

』杯珈２（‐５‐５‐‐９８）０ク（平一制

◆

一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
▽
決
勝

越
（
遠
「
琳

２

（‐‐‐‐
‐ ‐
・ ４
）
０

ク
（
古
蔽
制

◆
３０
歳
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
▽
決
勝

碑
勢
ム
‐５‐５日０６）ピ
妙
）

◆
３０
歳
男
子
ダ
ブ
ル
ス
▽
決
勝

瀞
∴
―‐４６）赫
鍋

◆
４０
歳
男
子
ダ
ブ
ル
ス
▽
決
勝

枷
説
嘱
グ

（‐５‐５
‐ ‐
∪

０

一
燿
』

南
教
）

◆
４０
歳
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
▽
決
勝

鐵
ふ
‐‐Ψ
》

佐　藤２（‐５９‐５‐‐‐‐２‐５７）・本　武

二冨　原
２
（‐５‐５‐‐３３）０
小　埜

▽
決
勝
宮一　原
２
⌒‐５‐５‐‐‐‐４）０
佐　藤

◆
青
年
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
準
決
勝
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◆
揃
え
て
保
存
す
れ
ば
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
百
科
事
典
に
な
る
◆

38

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
バ
ツ
ク
ナ
ン
バ
ー
販
売

一
覧
表

１
号
＝
品
切
れ

２
号
＝
品
切
れ

３
号
＝
品
切
れ

４
号
＝
品
切
れ

５
号
＝
品
切
れ

６
号
＝
品
切
れ

７
号
＝
品
切
れ

８
号
＝
品
切
れ

９
号
＝
品
切
れ

１０
号
＝
品
切
れ

Ｈ
号
――
品
切
れ

‐２
号
＝
品
切
れ

‐３
号
＝
１
０
０
円

▼
イ
ン
タ
ハ
イ
▼
監
督

・
選
手
の
手

記
▼
日
本
協
会
の
組
織
と
運
営
▼
私

の
指
導
法

‐４
号
＝
１
０
０
円

▼
教
職
員
大
会
▼
関
西
学
生
界
の
現

状
▼
自
衛
隊
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

‐５
号
＝
品
切
れ

‐６
号
＝
品
切
れ

‐７
号
＝
品
切
れ

‐８
号
＝
１
０
０
円

▼
全
日
本
総
合
選
手
権
▼
同
大
会
写

真
グ
ラ
フ
▼
バ
ッ
ク
ハ
ン
ド
の
徹
底

的
研
究

‐９
号
＝
１
０
０
円

▼
ア
ジ
ア
大
会
総
ま
く
り
▼
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
の
実
情
▼

ル
ー
ル
‐００
問
▼
百
年
の
大
計
を
考
え

よ２０
号
＝
品
切
れ

２‐
号
＝
１
０
０
円

▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
発
展
の
た
め
に
▼

全
国
に
広
げ
よ
う
、　
マ
マ
さ
ん
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
▼
バ
ド
の
守
り
と
攻
め

２２
号
＝
品
切
れ

２３
号
＝
品
切
れ

２４
号
＝
品
切
れ

２５
号
＝
１
３
０
円

▼
私
た
ち
の
練
習
法
▼
イ
ン
タ
ハ
イ

▼
少
島
は
ハ
ル
ト
ノ
に
な
ぜ
勝
て
ぬ

▼
ネ
ッ
ト
の
話

２６
号
＝
１
３
０
円

▼
相
沢

・
竹
中
特
集
▼
ば
ど
み
ん
と

ん
昔
話
▼
こ
こ
が
き
き
た
い
▼
勉
強

と
ク
ラ
ブ
は
両
立
す
る
か

２７
号
＝
１
３
０
円

▼
中
国
を
め
ぐ
る
動
き
と
現
状
▼
黒

潮
国
体
▼
学
生
界
展
望

２８
号
＝
１
３
０
円

▼
ホ
ー
プ
順
調
に
成
長
▼
女
子
学
生

界
を
展
望
す
る
▼
小
工島
海
外
で
活
躍

▼
ワ
イ
ド
版

″読
者
の
広
場
″

２９
号
＝
１
３
０
円

▼
全
日
本
総
合
選
手
権
特
集
▼
高
木

が
女
Ｉ
に
カ
ム
バ
ッ
ク
▼
近
づ
く
ユ

杯
▼
代
表
選
手
を
診
断
す
れ
ば

３０
号
階
１
３
０
円

▼
第
１
回
国
際
女
子
競
技
会
▼
世
界

を
め
ざ
す
▼
全
国
の
用
具
ア
ン
ヶ
ｌ

卜
▼
百
万
人
の
バ
ド
上
達
法

３‐
号
＝
品
切
れ

３２
号
＝
１
３
０
円

▼
海
外
遠
征
総
ま
く
り
▼
近
づ
く
ユ

杯
と
海
外
情
勢
▼
第

一
線
選
手
ア
ン

ケ
ー
ト

３３
号
＝
品
切
れ

３４
号
＝
１
３
０
円

▼
ユ
杯
の
三
連
勝
な
る
▼
栄
光
と
熱

戦
の
あ
と
▼
神
様
に
昇
格
し
た
中
山

主
将
▼
栄
冠
、
涙
あ
り

３５
号
＝
品
切
れ

３６
号
＝
品
切
れ

３７
号
＝
１
３
０
円

▼
卜
杯
ア
ジ
ア
東
地
区
決
勝
▼
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
五
輪
報
告
▼
全
国
中
学
生
大

会
▼
百
万
人
の
バ
ド
上
達
法

３８
号
＝
品
切
れ

３９
号
＝
１
３
０
円

▼
鹿
児
島
国
体
▼
全
日
本
学
生
選
手

権
▼
大
衆
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
基
盤
と

現
状
▼
バ
ド
７２
年
１０
大
ニ
ュ
ー
ス

４０
号
＝
１
３
０
円

▼
４７
年
度
全
日
本
総
合
選
手
権
▼
小

島

″復
活
″
▼
女
子
ホ
ー
プ
は
日
白

押
し
▼
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
と
は

４‐
号
＝
１
３
０
円

▼
第
２
回
国
際
女
子
競
技
会
▼
欧
州

の
女
工
▼
た
く
ま
し
く
変
身
し
た
欧

州
勢
４２
号
＝
品
切
れ

４３
号
＝
品
切
れ

４４
号
＝
品
切
れ

４５
号
＝
品
切
れ

４６
号
＝
１
３
０
円

▼
生
国
の
実
力
と
そ
の
周
辺
▼
ハ
ル

ト
ノ
以
外
対
抗
で
き
ず
▼
生
国
×
英

国
４
戦
の
全
記
録

４７
号
＝
１
３
０
円

▼
第
２４
回
イ
ン
タ
ハ
イ
▼
金
沢
市
工

と
四
条
畷
に
栄
冠
▼
西
村
、
単
複
と

も
に
危
げ
な
し
▼
徳
田
″中
山
二
世
″

４８
号
＝
１
３
０
円

▼
第
１
回
日
中
競
技
大
会
▼
抜
群
の

ス
ピ
ー
ド
と
テ
ク
ニ
ッ
ク
▼
中
国
強

し
▼
中
国
１０
戦
全
勝
を
飾
る

４９
号
＝
１
３
０
円

▼
４８
年
度
全
日
本
総
合
選
手
権
▼
小

島
輝
く
Ｖ
７
▼
湯
木
も
王
座
ガ
ッ
チ

リ
▼
２８
回
国
民
体
育
大
会

５０
号
＝
１
３
０
円

▼
中
国
チ
ー
ム
か
ら
得
た
も
の
▼
日

中
大
会
に
お
け
る
虫
国
３
選
手

（湯

・
侯

・
陳
）
に
学
ぶ
連
続
写
真

５‐
号
＝
１
３
０
円

▼
第
３
回
国
際
競
技
大
会
▼
女
子
の

活
曜
で
日
本
選
抜
辛
勝
▼
連
載

（小

島

一
平
）

５２
号
＝
２
２
０
円

▼
全
英
選
手
権
大
会
▼
湯
木
２
度
目

の
女
工
の
座

へ
▼
相
沢

・
竹
中
３
連

勝
な
ら
ず
▼
連
載

（小
島
、
中
山
）

５３
号
＝
２
２
０
円

▼
全
英
選
手
権
を
終
え
て

（湯
木
博

恵
、
栂
野
尾
昌

一
）
▼
ス
ナ
ッ
プ
写

真
集
▼
連
載

（小
品
、
中
山
）

５４
号
＝
２
２
０
円

▼
第
１
回
ピ
ン
ナ
ッ
プ
特
集
▼
外
国

か
ら
の
挑
戦
者
た
ち

５５
号
＝
２
２
０
円

▼
第
五
回
女
子
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
▼

連
載

（小
島
、
中
山
）
▼
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
と
私

５６
号
＝
２
２
０
円



◆かんたんに本誌を綴じることのできる◆

ドヾミントン界専用合本バインダニ12月発売
●定価 500円 (送料実費)お 申込みはハガキで
◆濃紺布張り・金文字押し・ノリ,穴あけ不要◆

▼
カ
ナ
ダ
オ
ー
プ
ン
で
池
田

・
栂
野

尾
優
勝
▼
ビ
ギ
ナ
ー
ヘ
の
手
紙
▼
母

と
子
大
会
▼
連
載

（小
島
）

５７
号
＝
品
切
れ

５８
号
＝
２
２
０
円

▼
中
国

・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
つ
い
に
対

決
▼
デ
ン
マ
ー
ク
オ
ー
プ
ン
写
真
集

▼
連
載

（小
島
、
中
山
）

５９
号
＝
２
２
０
円

▼
第
２
回
訪
中
友
好
試
合
▼
教
職
員

大
会
▼
イ
ン
タ
ハ
イ
▼
ア
ジ
ア
大
会

速
報
▼
連
載

（小
島
）

６０
号
＝
品
切
れ

６‐
号
＝
２
２
０
円

▼
第
２９
回
国
民
体
育
大
会
▼
東
、
西

日
本
学
生
選
手
権
▼
全
英
選
手
権
大

会

（ギ
ル
ク
ス
、　
ハ
ル
ト
ノ
、
グ
ナ

ラ
ン
）
連
続
写
真
▼
連
載

６２
号
＝
品
切
れ

６３
号
＝
２
２
０
円

▼
全
日
本
総
合
選
手
権
▼
同
写
真
集

▼
檀
鏑
瓢
↑
少
島
）

６４
号
＝
２
２
０
円

▼
第
４
回
国
際
競
技
会
▼
湯
木
ギ
ル

ク
ス
に
快
勝
▼
英
国
強
し
▼
第
６
回

全
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ

６５
号
＝
２
２
０
円

▼
母
鳥
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
▼
内
外
展

望
台
▼
第
１
回
全
日
本
総
合
団
体
戦

▼
デ
ン
マ
ー
ク
オ
ー
プ
ン

６６
号
＝
品
切
れ

６７
号
＝
品
切
れ

６８
号
＝
２
２
０
円

▼
無
念
／
ユ
杯
Ｖ
４
な
ら
ず
▼
湯
木

中
山
の
大
健
闘
も
む
な
し
▼
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
に
賭
け
た
青
春

・
湯
木

６９
号
＝
２
２
０
円

▼
ユ
杯
詳
報
▼
湯
木
、
中
山
マ
イ
ペ

ー
ス
▼
相
沢

・
竹
土
企
調
▼
日
本
必

死
の
防
戦
も
及
ば
ず

７０
号
＝
２
２
０
円

▼
イ
ン
タ
ハ
イ
▼
植
野
三
冠
に
輝
く

▼
男
子
は
村
田
が
制
す
▼
東
日
本
学

生
選
手
権

７‐
号
＝
２
２
０
円

▼
卜
杯
東
地
区
予
選
対
香
港
▼
日
本

完
勝
▼
土
田
初
出
場
で
重
責
を
立
派

に
果
た
す

７２
号
＝
２
２
０
円

▼
全
日
本
社
会
人
大
会
▼
小
島
、
湯

木
が
優
勝
▼
全
国
の
指
導
者
に
望
む

こ
と
７３
号
＝
２
２
０
円

▼
第
４
回
日
中
競
技
会
▼
ヤ
ン
グ
パ

ワ
ー
林
詩
鐙
▼
は
つ
ら
つ
劉
霞
▼
中

国
ラ
ン
キ
ン
グ

７４
号
＝
２
２
０
円

▼
全
日
本
総
合
選
手
権
▼
小
島
不
滅

の
金
字
塔
▼
湯
木
キ
ズ
だ
ら
け
の
四

連
勝
▼
徳
田
白
熱
の
善
戦

７５
号
＝
２
２
０
円

▼
第
３０
回
国
民
体
育
大
会
▼
神
奈
川

が
二
年
ぶ
り
１０
度
目
の
栄
冠
▼
全
日

本
学
生
選
手
権

７６
号
＝
２
２
０
円

▼
卜
杯
ア
ジ
ア
東
地
区
決
勝
対
韓
国

▼
日
本
９
１
０
で
完
勝
▼
第
５
回
国

際
競
技
会
▼
銭
谷
×
シ
ュ
ナ
ー
ゼ
戦

７７
号
＝
２
２
０
円

▼
全
日
本
総
合
選
手
権
団
体
戦
▼
第

７
回
全
日
本
女
子
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ

▼
ジ
ャ
カ
ル
タ
新
聞
と
ユ
ー
バ
ー
杯

７８
号
＝
３
０
０
円

▼
全
英
選
手
権
大
会
▼
ハ
ル
ト
ノ
八

回
目
の
栄
冠
▼
ギ
ル
ク
ス
は
三
冠
王

▼
ア
ジ
ア
招
待
大
会
▼
ス
ミ
ラ
ト
中

国
勢
を
連
破
し
て
優
勝

７９
号
＝
３
０
０
円

▼
卜
杯
ア
ジ
ア
地
区
決
勝
対
マ
レ
ー

シ
ア
▼
王
国
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と
ス

ポ
ー
ツ
界
▼
夜
明
け
の
時
代
を
ふ
り

か
え
っ
て

★
申
込
方
法
☆

ハ
ガ
キ
に
ご
希
望
の
ナ
ン
パ
ー
と
冊

数
を
明
記
の
う
え
、
左
記
あ
て
お
申

し
込
み
＜
だ
さ
い
。
発
送
の
さ
い
に

振
込
用
紙
を
同
封
し
ま
す
の
で
、
到

着
後
代
金
を
あ
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
密
週
」
回
集
計
の
う
え
集

中
的
に
発
送
す
る
シ
ス
テ
ム
を
と
り

ま
す
の
で
＼
約
二
～
三
週
間
の
時
間

的
余
裕
を
み
て
く
だ
さ
い
。

本
誌
専
用
合
本
バ
イ
ン
ダ
ー
も
ぜ

ひ
同
時
に
お
申
込
み
＜
だ
さ
い
。

☆
申
込
先
☆

〒
‐５０
　
東
京
都
渋
谷
区
神
南
一
ノ

一
ノ

一

岸
記
念
体
育
会
館
内

日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
出
版
局

ａ
ｒ
ｒ

●
■

１

０

◆ The Badminton Wor!d'77 Calendar ◆第7回世界女子バドミントン選手権大会記録

1977年バドミントン0カレンダ… ユーバー杯奪還への道

●

●

●

H月 20日発売・定価 950円 (送料実費 )

大型 B3判  !2ページ 。オールカラー
男女一流プレーヤーを網羅

●発売中 。定価 !′ 000円 (送料 120円 )

●A5判  128ページ, うちカラー 16ページ
●プレーヤー,指導者必読の書
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編
集
室
か
ら

◇
今
月
は
、
イ
ン
タ
ハ
イ
と
教
職
員

大
会
を
中
心
に
ま
と
め
ま
し
た
。
ど

ち
ら
も
真
夏
の
大
会
で
す
が
、
高
校

生
、
先
生
方
と
も
に
大
活
躍
で
し
た
。

記
録
は
で
き
る
だ
け
準
々
決
勝
ま
で

さ
か
の
ぼ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、

ス
ペ
ー
ス
の
都
合
な
ど
で
、
多
少
省

略
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
悪
し
か
ら
ず
ご
了
承
願
い
ま
す
。

◇
す
で
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

相
変
わ
ら
ず
転
居
先
不
明
や

″訪
ね

あ
た
り
ま
せ
ん
″
と
戻
っ
て
く
る
本

誌
が
あ
り
ま
す
。
引
っ
越
し
の
際
は

お
手
数
で
も
旧
住
所
、
新
住
所
の
両

方
を
明
記
し
て
ハ
が
キ
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
ア
パ
ー
ト
、
団
地
、

マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
住
い
の
方
は
で
き

る
だ
け
く
わ
し
く
住
所
を
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
会
社
あ
て
の
方
は
部
課
を

正
確
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
頒
布
を
開
始

い
た
し
ま
し
た
。
在
庫
の
一
覧
は
３８

～
３９
ぺ
‐
ジ
に
あ
り
ま
す
。
お
手
も

と
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
で
欠
け
て
い

る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
す
ぐ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
編
集
部
で
可

能
な
か
ざ
り
、
ご
く

一
部
の
保
存
を

除
い
て
整
理
し
た
の
で
す
が
、
ど
う

し
て
も
在
庫
の
な
い
も
の
が
、　
い
く

つ
か
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
回
発
表

盛
著
ヽ

１

１

し
た
も
の
で
も
、
数
の
関
係
で
途
中

で
品
切
れ
に
な
る
も
の
も
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
早
目
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
送
料
は
実

費
を
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
の
で
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
な
お
、

代
金
は
発
送
の
際
に
振
込
用
紙
を
同

封
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
郵

便
局
か
ら
お
振
り
込
み
願
い
ま
す
。

◇
な
お
同
時
に
、
本
誌
合
本
バ
イ
ン

ダ
ー
の
予
約
も
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。
例
年
と
同
じ
、
紺
色
の
布
ク
ロ

ス
張
り
、
金
文
字
押
し
で
、

一
年
間

‐２
冊
が
、
ノ
リ
も
穴
あ
け
も
不
要
で

簡
単
に
綴
じ
る
こ
と
の
で
き
る
便
利

な
も
の
で
す
。

◇
カ
レ
ン
ダ
ー
の
詳
細
が
決
ま
り
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

タ
イ
ト
ル

「バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
別
冊

カ
レ
ン
ダ
ー

弓
汀

ω
と
ヨ
ヨ̈
ざ
ヨ

〓
ｏ
「
こ

ヽ
ど
、
体
裁

＝
Ｂ
３
判

（本
誌
の
４
倍
人
）
オ
ー
ル
カ
ラ
ー

‐２
ぺ
‐
ジ
、
収
録
選
手
＝
小
島
　
平

・
銭
谷
欽
治

・
池
田
信
孝

・
栂
野
咤

昌

＾
・
飯
野
住
孝

・
上
田
証
雄

・
長

谷
川
博
幸

・
湯
木
博
恵

・
池
田
建
加

・
栂
野
足
悦
子

・
徳
川
敦
Ｆ

・
秋
本

人
代
美

・
秋
本
幸
子

・
植
野
恵
美
ｒ

ほ
か
。
定
価
は
８
０
０
円
の
予
定
で

進
め
て
き
ま
し
た
が
、
製
作
資
の
値

上
り
に
よ
り
や
む
を
え
ず
９
５
０
円

と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
よ
り
１
５
０

円
ア
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年

は
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
と
い
た
し
ま
し
た

の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。
発
行
日
＝

■
月
中
旬
、
ご
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ

に
中
込
部
数
を
明
記
の
う
え
、
編
集

部
あ
て
お
巾
込
み
く
だ
さ
い
。
発
行

と
同
時
に
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
代

金
は
送
料
実
質
と
と
も
に
、
カ
レ
ン

グ
ー
到
着
後
お
近
く
の
郵
便
局
か
ら
、

当
方
で
お
送
り
す
る
振
替
用
紙
に
よ

っ
て
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
次
号
は
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ダ
ブ
ル
ス
、

全
日
本
社
会
人
な
ど
を
中
心
に
お
届

け
い
た
し
ま
す
。

―

昭
和
５‐
年
度

大
会
予
定
カ
レ
ン
ダ
ー

＝

◆
す
で
に
行
わ
れ
た
大
会

第
２６
回
全
日
本
実
業
団
選
手
権
大
会

６
月
２５
～
３０
日

（藤
沢
市
）

第
２７
回
全
国
高
等
学
校
選
手
権
大
会

８
月
１
～
６
Ｈ

（中
野
市
）

第
‐５
回
今
日
本
教
職
員
選
手
権
大
会

８
月
Ｈ
～
１５
日

（東
京
都
）

第
６
回
全
国
中
学
生
大
会

８
月
１８
～
２０
日

（
仙
台
市
）

第
１９
回
全
日
本
社
会
人
選
手
権
大
会

９
月
１２
～
‐５
日

（宮
崎
市
）

第
５
回
日
中
競
技
大
会
９
月
下
句

～

１０
月
Ｌ
句

（
北
京
市

・
他
）

◆
開
催
の
準
備
を
進
め
て
い
る
大
会

第
３‐
回
国
民
体
育
大
会
競
技

１０
月
２５
～
２８
Ｈ

（佐
賀
県
牛
津
町
）

第
２７
回
全
日
本
学
生
選
手
権
大
会

１０
月
２６
～
３‐
Ｈ

（東
京
都
）

昭
和
５‐
年
度
全
日
本
総
合
選
手
権
大

会
個
人
戦
１２
月
８
～
１２
Ｈ
一東
京
都
）

昭
和
５‐
年
度
全
日
本
総
合
選
手
権
大

会
団
体
戦
２
月
１９
～
２０
日
一東
京
都
一

国
際
大
会

（招
待
）

第
６
‐１１‐
国
際
競
技
大
会
１
月
ド
句
～

２
月
Ｌ
句

一東
京
都
　
他
一

国
際
大
会

（派
遣
）

第
４
回
ア
ジ
ア
選
手
権
大
会
１０
月
２９

～
Ｈ
月
７
Ｈ
（
（
イ
デ
ラ
バ
ッ
ト
市

）

第
２０
回
全
ヵ
ナ
ダ
オ
ー
フ
ン
選
手
権

大
会
１２
月
１
～
４
Ｈ
一ト

ロ
ン
ト
市
）

第
２５
回
全
デ

ン
マ
ー
ク
オ
ー
ブ

ン
選

手
権
大
会
３
月
１２
～
‐５
Ｈ

一
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ

ノ
市
）

第
６７
回
全
英
オ
‐
プ

シ
選
手
権
大
会

３
月
２３
～
２６
日
一ウ

エ
ン
ブ

レ
ー
市

）
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カアルトン3.7X:大切なパワーの起点であるシャフトの少し

上をフラットに仕上げてありま丸 この為、ストロークのホイッ

プに抜群の弾性が生れ、ショフトのフィーリングが見違えるように

良くなりました。このすばらしい弾′性をそのまま導入した3.7X

は、パワーとスピードと絶妙のタッチを生みだしました。

¥1900(フ レームのみ)

カアルトン3.71シャフトは3.7Xに くらべて少し固めになって

いま魂 これは、ショットの正確さと弾性のトータル・パランス

を配分し、ベターなフィーリングを与えま丸 この為、ラケットは、

あなたの身体そのもののように、すばやい反応を起しま丸

この3.7を使いこなすのは、あなた自身へのリヒ戦で魂

¥■ 900(フ レームのみ )
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昭
和
五
十

一
年
八
月

一
日
発
行

一毎
開
一
錮
け
卸
婿
節
に
　
発
行
所
　
東
一示
都
渋
谷
躯
紳
舗
体一″
一膨
内一　

日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
　
定
価
三
〇
〇
円

月
刊

「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
」
第
８２
号
　
召
む
■
ト
ロ
千
卜
二
１
ニ
ト
ー
ー

時速270Mの
スマッシユ/

まっ黒いラケットから、まっ白いシャトルコッ

クが専速270kmの スピードで、相手コートに

たたきつけられる。日にもとまらぬスマッシ

ュ。今や噂のラケット、プラッキー。その秘密は

ヨネックスが初めて可能にした、極細の特殊

ステンレスシャフト。ぐんと細身で、普通よ

り長目ですから、まるでムチのように打つ瞬

間鋭利にしなります。息をのむ反発力です。そ

のうえ、特殊合金フレームの強さがプラスさ

れ、切れ味のよい攻撃力。あそこで、ここで、

プラックパワーと恐れられています。

L8100 BLEKEN
●No 8!00プラッキー……・・………・¥5′ 500


